ご 注意 : 本 書 は 正式 な 取り 扱い 説明 書 で は あり ませ ん 。 


本 書 は 取り 扱い 説明 書か ら 注意 文 な ど 製 品 の 操作 方 法 に つい て 直接 関係 の な い 部 分 や 余 
白 な ど を 削除 、 修正 し た も の で 、 操作 方 法 が 分 か ら な く な っ た が 説明 書 が 手許 に な いと か 、 
製品 に 興味 が ある が 操作 方 法 は どの よう に な っ て いる の か 先 に 知り た い 、 と いっ た 目的 の 
た め に 無償 で ご 提供 し て いま す 。 正 し く お 使 い 頂 く た め に は 必ず 製品 に 同 柚 さ れ て いる 説 
明 書 を お 読み 下さ い 。 又 、 本 書 が 完全 な 説明 書 で は 無い こと に 対す る クレ ー ム は 一 切 お 受 
け 致 し ませ ん の で 、 だ さい 。 

1 : 正式 な 説明 書 は 無線 機 販 売店 で ご 購入 いた だ け ま す 。 詳しく は 下記 の 弊社 ウエ ブサ 
イト を ご 参照 くだ さい 。http:/Www.alinco.co.jp/denshi/14.html 

2 : アマ チュ ア 無 線 機 の 場合 、 無 線 局 免許 状 の 書き 方 は 申請 書式 や 技 適 基準 改正 に より 
変更 に な っ て いる も の が た くさ ん あり ます 。 http:/Www.alinco.co.jp/denshi/10.html に 技 
適 番号 や デジ タル モー ド ( 音声 ・ パ ケッ ト ) に 関す る 情報 を 掲載 し て お り ま す の で 、 合 わ 
せ て ご 確認 くだ さい 。 

3 : 本 書 に 記載 の 付属 品 ・ オ プシ ョ ン ア クセ サリ ー・ 定格 な ど は 予告 無く 変更 され て い 
る も の が あり ます 。 最 新 の 情報 は 弊社 ホー ムペ ー ジ に 掲載 され て いま す 。 
その 他 、 動 作 や 操作 に 関す る 良く ある お 問い 合せ は : 

http://Www.alinco.co.jp/denshi/11.html の F AQ ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 
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この た び は 、ALINCO ト ラン シー バー を お 買上 げ い た だ きま し て 、 ま こと 
に あり が と う ご ざ いま す 。 

本 機 の 性 能 を 充分 に 発揮 させ て 効果 的 に ご 使用 いた だ くだ た め に 、 こ の 取扱 
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画 本 書 の 構成 に つい て 
本 書 は 次 の 4 つの 部 分 で 構成 され て いま す 。 


| 準備 編 
使用 上 の 注意 や 設置 ・ 接 続 方 法 な ど を 説明 し て いま す 。 
使用 前 に 必ず お 読み くだ さい 。 


2] 基本 運用 編 
本 機 の 簡単 な 使い か た を 説明 し て いま す 。 
HF 帯 運用 が は じ め て の 方 は 、 こ の 基本 運用 編 か ら じ っ くり お 読み くだ さい 。 


[3] 応 用 運用 編 

メモ リー、 ス キャ ン を は じ め 便 利 な 機能 の 使い か た を 説明 し て いま す 。 

各種 の 設定 方 法 も 説明 し て いま す の で 、 最 も 運用 し や すい 状態 に 本 機 を セッ ト す る 際 は ここ を お 読み 
くだ さい 。 


[4 保守 ・ 調 整 参 考 編 
日 常 の メン デ テ ナ ン ス に つい て 、 故 障 と 判断 する 前 に 行う 確認 事項 、 そ の 他 参 考 資料 な ど で 構 成 さ れ て 
いま す 。 


一 表 記 上 の 約束 
@ ダ イヤ ル や ツマ ミ 、 ス イッ チ 、 キ ー な どの 名 称 は 太い 文字 で 表し て いま す 。 


珍 デ ィ ス プレ イ 上 の 表示 は 、 原 則 的 に 説明 に 関係 する 表示 だ け を 表記 し て いま す 。 
@ (PP ) は 、 該当 ペー ジ に 詳し い 説 明 が あり ます 。 


還 較 付属 品 


すべ て の 部 品 が そろ っ て いる か が 確認 し て くだ さい 。 
還 DC 電 源 コ ー ド 


脅 取扱 説明 書 古 付 属 ヒ ュー ズ 


AIPMCD 


テー ョ 


させ PwC ご りく 
昌和 ま で 融 みく デ さ いい さる 。 ご の 
あじ た 人 の ゆらす の で らき すし て くに EN 
本 デル で CO て 、 人 同 で で せ 


員 イ ココ 寺村 全社 


と PTm き 了 ル に アッ プ ュ アビ デ キア マキ メア ロア ペー 


軸 設置 と 接続 の し か た | 固定 局 運用 | 


固定 局 ( ご 家庭 移動 運用 ) で 使用 する 場合 


ER DC 安定 化 電 源 


ナー に = 電 鍵 ノエ レク トロ ニッ クキ ー ヤ ー 
(CW モ ー ド を 使用 する 場合 ) 


1. ア ン テ ナ プア ー ス を 設置 する 


本 機 の 性 能 を 充分 に 発揮 させ る た め に 、 正 し く 調整 され た SWR の 低い アン テ ナ を 使用 し て くだ さい 。 
また 、 同 軸 ケ ー ブ ル は イン ピー ダン ス 500 の も の 、 同 軸 コ ネクター は 、M 型 を 使用 し て 下さ い 。 


便利 事項 


オプ ショ ン の アン テ ナ チ ュー ナー (EDX-1) を 使用 すれ ば 、 本 機 の 性 能 を 充分 に 発 押す る こと が で きま す 。 


感電 事故 の 防止 や 他 の 電子 機器 か ら の 雑音 妨害 を 防ぐ た め に 、 市 販 の アー ス 棒 や 銅板 を 地 中 に 埋め ア 
ー ス を 設置 を し て 下さ ざい 。 ア ー ス 線 は 、 太 い 線 で 短く し 、GND に 接続 し ます 。 


ガス 管 、 配 電 管 な ど に は 、 危 険 で すか ら 絶 対 に アー ス は と ら な いで 下さ い 。 


ら . マイ クロ ホン を 接続 する 


① 操 作 パ ネル リリ ー ス スイ ッ チ を 押し 操作 パネ ルン 本 体 を 分 離し ます 。 (WP19) 


② 本 体 の マイ クロ ホン 端子 に 付属 の マイ 
クロ ホン を 接続 し て 下さ い 。 


⑦ マ イク GND 
⑥⑧ 検 流出 力 


(セッ ト 正 面 か ら 見 た 図 ) 


設置 と 接続 の し か た 


は 意 事 項 
マイ クロ ホン コネ クタ ー の 外 ネ ジ を 回 し 、 し 
っ か り 固定 し て 下さ い 。 


[注意 事項 
マイ クロ ホン コー ド を 操作 パネ ル の 骨 穴 を 
通し て 下さ い 。 


| 意 事項 
下 側 を 先 に 入れ て "カチ ッ ' と 鳴る まで し っ 
か 本体 に 固定 し て 下さ い 。 


設置 と 接続 の し か た 


3. 電 鍵 を 接続 する 


育 面 の CW-KEY に 、 市 販 の ゅ 3.5mm の プラ グ を 接続 し ます 。 
エレ クト ロニ ッ ク キ ー ヤ ー を 使用 する 場合 は プラ グ の 極性 
(キー) に 注意 し て 下さ い 。 


4. 外部 スピ ー カ ー を 接続 する 


背面 の SPEAKER 端子 に 、 市 販 の ゅ 3.5mm の プラ グ で 接続 
し ます 。 

外部 スピ ー カ ー は イン ピー ダン ス 80n で 3W 以 上 の も の を 
使用 し て くだ さい 。 


注意 事項 


外部 スピ ー カ ー を 接続 する と 内 部 スピ ー カ ー か ら 音 が 出 な く な り 
ます 。 


.- ヘッド ホン を 接続 する 


育 面 の SPEAKER 端子 に 、 市 販 の ゅ 3.5m の 抵抗 入 の プラ 
グ を 接続 し ます 。 
40ー3 ど 60 の ヘッ ド ホ ン が 使用 で きま す 。 


は 意 事項 
ステ レオ タイ プ の ヘッ ド ホ ン の 場合 、 片 側 の チャ ン ネ ル が 動作 し 
な い の で 、 モ ノー ステ レオ 変換 プラ グ を 使用 し て くだ さい 。 


| 間 


プラ グ の 配線 


(抵抗 入 プ ラグ ) 


設置 と 接続 の し か た 


6. 直流 安定 化 電 源 を 接続 する 


本 機 は 直流 (DC) 13.8V 電 源 仕様 で す 。 付 属 の DC 電源 コ 
ー ド を 、DC 安 定 化 電 源 に 接続 し て 下さ い 。 


接続 が 完了 する まで 、 本 機 、DO 安 定 化 電源 の 電源 スイ ッ チ は " 切 ' に し て くだ さい 。 


DM-130MV [ DM-107M 
aa ld lO al 


※ こ の 他 に も 、 当 社 電 源 シ リー ズ に は 多数 適合 商品 が 揃っ て いま す 。 


較 ヒ ュー ズ の 交換 
DX-70G は 30A、DX-70H は 20A、DX-708 は 5A の 自動 車 タ イプ ヒュ ー ズ 


を 使用 し て いま す 。 


10 


還 較 設置 と 接続 の し か た 


モー ビル (車載 ) で 使用 する 場合 


1 HF 帯 アン テ ナ 


マイ クロ ホン 


1. アン デ テ ナ を 設置 する 
本 機 の 性 能 を 充分 に 発揮 させ る た め に 正しく 調整 され た SWR の 低い アン テ ナ を 使用 し て くだ さい 。 


① 市 販 の アン テ ナ 基 台 を 使用 し 、 車 の ボディ に し っ か り 取 付け ます 。 


人 利 事項 
HF 帯 は バン パー に 、50MHz 帯 は トラ ンク リッ ド 又 は ルー フサ イド に 基 台 を 取付 ける の が 一 般 的 で す 。 
(乗用 車 の 場合 


走行 中 の 交信 は 非常 に 危険 で す 。 必ず 停車 し て か ら 交 信 し て くだ さい 。 ヘ ッ ド ホン は 、 走 行 中 は 危険 で す 
の で 絶対 に 使用 し な いで くだ さい 。 移 動 局 の 免許 を 申請 する 場合 は 、 送信 出力 は 5OW 以 下 に し な けれ ば 
な り ま せん 。 
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設置 と 接続 の し か た 


@ 其 台 部 分 で ボディ に アー ス を 接続 する 。 


注意 事項 
HF 帯 、5OMHz 帯 で は アー ス が 量 要 な 働き を 
する の で 、 絶 対 必要 で す 。 


③ ア ン テ ナ と 本 体 を 接続 する 同軸 ケー ブル は 
イン ピー ダン ス 500 の も の を 使用 し ます 。 


同軸 コネ クタ ー は M 型 。 


ら . モー ビル ブラ ケッ ト を 取付 ける (操作 部 本 体 一 体型 で 使用 ) 
(オプ ショ ン ) 
操作 パネ ル 、 本 体 一 体型 で 車載 する 場合 オ ヾ 


プシ ョ ン の モー ビル ブラ ケッ ト (EBC-9) を KN 
使用 し ます 。 N 
ーー 加 閣 


① モ ー ビ ル ブラ ケッ ト を ダッ シュ ボー ド 
な ど に 取付 ける 。 


運転 操作 に 支障 の な い 位置 を 選び ます 。 


② 本 機 を ブラ ケッ ト に 取付 ける 。 


設置 と 接続 の し か た 


3. 探 作 部 本体 を 分 け て 設置 する 


本 機 は 、 操 作 パ ネル と 本 体 を 分 叱 し て 使用 で きる セパ レー ト 方 式 を 採用 し て いま す 。 オ プシ ョ ン の フ 
ロン ト セ パレ ー ト キッ ト (EDS-4) と 、 セ パレ ー ト アン グル (EBC-8)、 マ イク 中 継 コ ー ド (EDS-5) を 
使用 する と 、 よ り 快 員 な 運転 操作 と 、 交 信 操 作 の 両立 が 可能 で す 。 


① 操作 パネ ル 、 
本 体 を 分 離す る 。 


⑤ 操作 パネ ル を セパ レー ト ア ング ル を 使 
用 し て 、 操 作 し や すい 位置 に 取付 ける 。 


1) 分 隊 リ リー スポ ボタ ン を 解除 する 。 
2) 解除 後 、 控 作 パネル を 少し 上 へ 動か し て 、 
手前 へ 引く よう に 分 離す る 。 


② 必要 な 場合 、 本 体 に マイ ク 中 継 コ ー ド 
を 接続 する 。 


マイ ク 中 継 コ ー ド は セパ レー トキ ッ ト の 取付 け 
前 に 本 体 に 接続 する 。 


③ 2 本 の 接続 コー ド を は ず し 、 セ パレ ー ⑦ 中 継 コ ー ド に マイ クロ ホン を 接続 する 。 
トキ ッ ト の 延長 ケー ブル を 接続 する 。 ピ 


操作 パネ ル は 市 販 の 車載 液晶 テレ ビ 取 付 アン 
グル や ビデ オカ メラ 固定 アン グル に も 取付 け 
可能 で す 。 


設置 と 接続 の し か た 


4. 電源 コー ド を 接続 する 
ポ デ ィ 
本 機 は 1 eV バッ テリ ー で 使用 し て くだ さい 。 ェ ン ジン ルー ム | 事 m 
牙 テ 
① 付属 の 電源 コー ド を 直接 バッ テリ ー に 赤色 


| 1 | 
に 
二 ヒュ ー ズ トラ ソン シー バー 
接続 する 。 U 
『] L 1 
デ 


ボ 


ー ト KC で や 


イ 


配線 穴 を 通す と き に は 、 グ ロメ ッ ト な ど 
を 使っ て 直接 鉄板 の 切り 口 が DC 電源 コ 
ー ド に 触れ な いよ うに し ます 。 


DC 電源 コー ド は 、 熱 や 水 洒 
、 6 の 影響 を 受け な い 場 所 を 選 
② 配線 穴 を 通す と き は 、 グ ロメ ッ ト な ど び 、 し っ か り 固 定 し て くだ 
を 使っ て 直接 ボデイ ィ に コー ド が 上 ふれ な 


いよ うに する 。 


DC12V バ ッ テ リ ー 


24V 車 で 使用 する 場合 は DC.DC コ ン バ ー タ ー で 電圧 変換 し て くだ さい 。 
シガー ライ ター プラグ に は 接続 し な い 。 電 源 供給 が 不安 定 で す 。 


5. マイ クロ ホン 、 電 鍵 、 外 部 スピ ー カ ー を 接続 する 
マイ クロ ホン は ms\PB、P13、 外 鍵 は syP9、 外 部 スピ ー カ ー は esyP9 を 参照 し て くだ さい 。 


便利 事項 | 本 幾 は イグ ニッ ショ ン ノ イズ に 対応 する NB (ノイ ズブ ラン カー) 回 路 な ど を 搭載 し て 、 ノ イズ に 
十分 な 配慮 が な され て いま す が 、 車 種 に よっ て は 大 き な ノ イズ を 発生 する 場合 が あり ます 。 こ の 
よう な 場合 、 抵 抗 入り スパ ー ク プラ グ の 使用 を お すす めし ます 。 


14 


音 部 の 名 称 と 機能 


画 前 面 ハ ネル 


⑤⑨⑳ ②@⑧⑮⑩ の @②⑳ ⑮ 


①POWER ( 唱 源 ) スイ ッ チ 
電源 を ON/OFF し ます 。 
② デ ィ ス プレ イ (ps ぎ P19) 
③ メ イン ダイ ヤル 

運用 周波 数 を 設定 し ます 。 
④AF ゲ イン (音量 ) ツマ ミ 

音 時 を 調整 し ます 。 
⑤SQL (スケ ル チ ) ツマ ミ (wm 補 P ら 1) 

無 信 号 時 の ノイ ズ を 消す スケ ル チ レ ベル を 調整 
し ます 。 
⑥RIT (リッ ト ) ツマ ミ 

RIT 機 能動 作 時 に 受信 周波 数 を TXIT 機 能動 作 時 
に 送信 周波 数 を 微 調整 し ます 。 
⑦4IF ツ マミ (mWP58) 

受信 帯域 を 移動 させ 、 混 信 を 除去 し ます 。 
⑧MULTI FUNCTION (マル チ フ ァ ン クシ ョ ン ) 
ダイ ヤル 

メモ リー チャ ン ネ ル の 切換 え 、 周 波数 の 早送り 、 
バン ド の 切換 え 、 セ ッ ト モ ー ド 時 の 各種 設定 操 
作 が 行え ます 。 
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⑨MF SEL (マル チ フ ァ ン クシ ョ 
スイ ッ チ 
押す ご と に 、MULTI FUNCTION ダ イヤ ル の 機 
能 を 切換 えま す 。 

依 VFO モ ー ド 時 
PITCH ユ メモ リー チャ ン ネ ルナ ン バ パーー バ ンド 
切換 えー1MHzー100kHz 一 PITCH 

代 バ モリ ー モ ー ド 時 
メモ リー チャ ン ネ ルナ ン バ ーー バ ンド 切換 えー 
1MHz 早 送り ー100kHzーPITCHー ユ メモ リー 切 
換え 
※PITCH は 各 モ ー ド で 設定 し た 周波 数 ステ ッ プ 

《⑩FUNC (ファ ンク ショ ン ) キー 

人 @ 各 キー の ファ ンク ショ ン 動 作 (青色 表記 ) を 有 
効 に し ます 。 

但 FUINC キ ー 押 し 続け (CHK) 時 に 送信 周波 数 の 
受信 チェ ッ ク や CW の サイ ド ト ー ン に よる ゼロ 
イン 動作 が で きま す 。 

参 FUNC キ ー を 押し 、 さ ら に FUNC キ ー を 押し 続け 
る と SET モ ー ド へ 移行 し ます 。( 約 ] 秒間) 


ン セ レク ト ) 


⑪RIT ス イッ チ 

@RIT、TXIT の ON/OFF。 

@FUNC キ ーTRIT ス イッ チ ( エ 2f) で RIT、TXIT 
で 可変 し た 周波 数 を 加算 し た 周波 数 表示 を し ま 
す 。 

⑯⑫RF( プ リア ンプ アッテネータ ー) 
スイ ッ チ (WWPG ら 、P60) 

@ 受 信 プ リア ンプ と アッ テ ネ ー タ ー を 切換 えて 利 
得 を 調整 し ます 。 
押す ご と に ]1 0dBー0dB ユ ー10dB ユ ーー 
ら 0dB と 切換 り ま す 。 

FUNC キ ー+RF ス イッ チ (NB) で ノイ ズブ ラン 
カー を ON/OFF し ます 。 (esP60) 


〈⑬FILTER( フ ィ ル ター) ス イッ チ (m 空 P59) 
急 狭 淀 域 フィ ルター の 選択 が で きま す 。CW モ ー 
ド 、SSB モ ー ド 、AM モ ー ド に 対応 し て いま す 。 
倫 FUNC キ ー 十 FILTER スイ ッ チ (AGC) で AGC 
回 路 の 時 定数 を 選択 で きま す 。 (WP ら 6) 
⑬⑲H/L (送信 出力 ) ス イッ チ (m 補 P28) 

供 送 信 出 力 を 約 1/10 に 切換 えま す 。 

代 FUNC キ ー+H/L ス イッ チ (TUNE) で 外部 に 接 
続 し た アン テ ナ チ ュー ナー の 整合 動作 を スタ ー 
ト さ せま す 。 

⑯⑮SSB ス イッ チ (mWP29) 

USB、LSB を 切換 えま す 。SSB モ ー ド 時 、 
FUNC キ ー+SSB ス イッ チ で UT、LT の モー ド 
へ 切換 えま す 。 (Q 補 P4 1 ) 
⑯CW ス イッ チ (mwWP ら 7、P37) 
CWU、CWL を 切換 えま す 。 

⑰AM/FM ス イッ チ (m 補 P33、P35) 

@AM、FM を 切換 えま す 。 

参 FM モ ー ド 時 、FUNC キ ー 寺 AM/FM ス イッ チ で 
88.5Hz の トー ン が 送信 時 に 送出 され ます 。 
(cwP36) 

《⑯⑱VFO ス イッ チ 

代 メ モ リー モー ド か ら VFO モ ー ド の 切換 え 。 

久 VFOU モ ー ド 時 、VFO A/B の 切換 え 。 

代 FUNC キ ー 上 VFOU ス イッ チ (MーVFO) で メモ 
リー チャ ン ネ ル 内 容 を VFO に 転送 し ます 。 


次 部 の 名 称 と 機能 


人 @VFO ス イッ チ の 押し 続け で VFO A と VFO B の 

内 容 を 一 致 さ せま す 。 

⑲MEMO (メモリー) スイ ッ チ (mWP45) 
欠 VFO モ ー ド か ら メ モリ ー モ ー ド へ 切換 え 。 
@FUNC キ ー ト MEMO スイ ッ チ (MW) で メモ リ 

ー チ ャ ン ネ ル の 書き 込み 。 

欠 MEMO ス イッ チ の 押し 続け で メモ リー 内 容 の 消 

去 。 

⑳⑩SPLIT( ス プリ ッ ト ) ス イッ チ (8 補 P56) 

@VFD モ ー ド 時 、VFOD A と VFO_ B の スプ リッ ト 
運用 。 8 

参 バ メモ リー モー ド 時 は スプ リッ トメ モリ ー の 内 容 

で 運用 で きま す 。 

@FUNC キ ー+SPLIT ス イッ チ (PRIO) で プラ イ 
オリ ティ 機能 の ON/OFF。 (mwP55) 
⑳LOCK (ダイ ヤル ロッ ク ) ス イッチ 

メイ ンダ イヤ ル の 周波 数 可変 を 禁止 し ます 。 

⑳ メ イン ダイ ヤル ブレ ー キ 

メイ ンダ イヤ ル を 回 す と き の ト ルク ( 重 さ ) を 

調整 し ます 。 

2 左 へ 回 す と 重く な り ま す 。 

9 ネジ は ら 一 回転 で 重 さ は 一 定 に な り ま す の 
で それ 以上 は 回 さ な い 様 に し て 下さ い 。 
(回 し すぎ る と ネジ が は ずれ ます 。) 

@⑳TX (送信 ) ラン プ 
倫 送 信 動 作 時 点灯 し ます 。 
氏 ALC レ ベル の ピー ク も 表示 し ます 。 
⑳RX (受信 ) ラン プ 
人 の スケ ル チ が 開い た 状態 で 点灯 し ます 。 
⑳⑯ ス タン ド 
急 使 用 状態 に よっ て 本 体 を 起こ し 、 操 作 性 を 向上 さ 
せま す 。 
※ ス タン ド 使 用 状態 で 本 体 の 上 に 10kg 上 の 荷重 を か け な い で 下さ い 。 
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各部 の 名 称 と 機能 


①SPEAKER (外部 スピ ー カ ー) 端子 
外部 スピ ー カ ー や ヘッ ド ホ ン を 接続 し ます 。 イ 
ン ピ ー ダ ンス 8Q 一 1860 の スピ ー カ ー、40 一 
320 の ヘッ ド ホ ン が 使用 で きま す 。 

②CW-KEY (キー) 端 子 (eWP9)(g 補 P ら 7) 
吉 鍵 、 エ レク トロ ニッ クキ ー ヤ や ヤー を 接続 し ます 。 

③RELAY (リレー) 端子 (m 補 P76) 
リニア アン プ な どの 外部 接続 機器 の 送受 信 切 換 
え の 動 作 を させ る ピン プラ グ で す 。 
リニア アン ププ 接続 時 は 内 部 の ジャ ン パ ー カ ッ ト が 
必要 で す 。( 室 P フ 3) 

④ANT-1 (アン テ ナ 1) 端子 
HF 帯 専用 の アン テ ナ 端 子 で す 。 イ ン ピ ー ダ ンス 
は 50Q で す 。 コ ネクター は M 型 で す 。 

⑤EXT ALC 堺 子 
リニア アン プ を 接続 する と き 、 リ ニア アン プ か 
ら 出 力 さ れる ALC 電 圧 を 入力 する 端子 で す 。 ピ 
ンプ ラグ で す 。ALO 入 力 埋 圧 は 0ーー3V 以 内 に 
設定 し て くだ さい 。 
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⑥⑯GND (アー ス ) 端子 
アー ス 線 を 接続 し ます 。 
⑦ANT- ら 2 (アンテナ 5 ら ) 端子 
50MHz 帯 専用 の アン テ ナ 財 子 で す 。 イ ン ピ ー 
ダン ス は 500。 コ ネクター は M 型 で す 。 
⑧DC 電 源 端子 
付属 の DC 電源 コー ド を 接続 し ます 。 入 力 電源 
は DC13.8V よ 15% 以 内 。 


〇 O @ ゆ 


⑨ACC (アク セ サ ザ サリー) 端子 
アン テ ナ チ ュー ナー な ど 外 部 機器 を 制御 する 端 
子 で す 。 


TUNE 1 


DC13.8V ((A) 


一 探 作 バネ ル 、 本 体 分 離 部 


音 部 の 名 称 と 機能 


① 内 蔵 ス ピー カー 

(② 分 離 リ リー ス ボ タ ン 
コン トロ ー ル ケー ブル 
④ ス タン ド 

⑤ 固 定 ネジ (底部 ) 

⑥ マ イク ロホ ン 端 子 

⑦ の コー ド 了 渦 必 ダー 


①PTT ス イッ チ 

参 押 す と 送信 、 離 す と 受信 状態 に な り ま す 。 

欠 ス キャ ン 動 作 中 に 押す と スキ ャ ン が スト ッ プ し 
ます 。 


②UP (アッ プ ) キー 

@VFO モ ー ド 時 は 、 各 モー ド の 周波 数 ステ ッ プ で 
周波 数 が アッ プ し ます 。 

メモ リー モー ド 時 は メモ リー チャ ン ネ ル を 順番 
に 呼び 出し ます 。 

急 ] 秒 以上 押す と スキ ャ ン が アッ プ 方 向 に スタ ー 
ト し ます 。 


③DOWN (ダウ ン ) キー 

@VFO モ ー ド 時 は 各 モ ー ド の 周波 数 ステ ッ プ で 周 
波数 が ダウ ン し ます 。 

仙 メ モリ ー モ ー ド 時 は メモ リー チャ ン ネ ル を 順番 
に 呼び 出し ます 。 

人 | 秒 以 上 押す と スキ ャ ン が ダウ ン 方 向 に スタ ー 
ト し ます 。 
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間 部 の 名 称 と 機能 


較 デ ィ ス プレ イ 


| 


①SPLIT 
SPLIT (た すき が け ) 運用 中 
を 表示 


の nr 20404o ド | 
RF ゲイ ン の レベ ル を 表示 


③NB 
NB (ノイ ズブ ラン カー) が 
ON の と き 表 示 


(④NAR 
SSB、CW、AM モ ー ド で ナ 
ロー フィ ルター を 選択 し た と 
き の 表 示 


⑤AGC-S / AGC-F 
AGC の 動作 を 表示 (FM は 表 
示 な し ) 


⑥ 巴 
レビ ピー ター 運用 の トー ン が 
ON の と き 表示 

? 四 


LSB、USB、CWL、CWU、 
FM、AM な ど 選 択 し た モー ド 
を 表示 
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⑧VFO A / VFO B 
選択 し た VFO を 表示 


⑨ MEMO gg 
メモ リー モー ド と 選択 し た メ 
モリ ー チ ャ ン ネ ル を 表示 


⑩ と ママ マー 


MULTI FUNCTION ダ イヤ ル 
で 可変 で きる 位置 を 知ら せる 
カー ソル 


gg8g96g 


運用 中 の 送受 信 周波 数 


⑭⑫TXIT、RIT 
TXIT、RIT の 動作 を 表示 


⑬ す 唱 昌 
TXIT、RIT の 可変 周波 数 


oN 
ファ ンク ショ ン 機 能 操作 が 可 
能 な と き 点 条 

⑯⑮LOW 
送信 出力 を ロー に 設定 し た と 
き 点灯 


⑯APO 
オー ト パ ワ ー オ フ 機 能動 作 中 
を 表示 


⑰TUNE 
パンジー ナ チラ コー ナー デュ ョ ー ニ 
ング 動作 を 表示 
〈⑯⑱D-LOCK 


メイ ンダ イヤ ル ロ ッ ク 機 能動 
作 を 表示 


に 9 に) 4 


スケ ル チ が 開い た と き 点 灯 


9 iiil 則 用 
受信 中 は S メ ー タ ー、 送 信 時 
は RF メー ター と し て 動作 


加 部 の 名 称 と 機能 


キー プス イッ チ 操 作 早 見 表 (*:] 秒 以内 o:1 秒 以上 ) 


⑲⑩ | FUNC | w フ ァ ン クシ ョ ン 機 能 に | o セ ッ ト モ ー ド に は いり ます 。 | we セッ トモ ー ド の 解除 
は いり ます 
o 送信 周波 数 の モニ ター 


|⑨| RIT | *RiT、TXiT の 切換 え e RT、TXIT の 加算 表示 TXIT の 動作 有無 


e HF ゲ イン の 切換 え eiNB (ノイ ズブ ラン カー) の | wDIMMER ( 暗 明 ) の 切換 え 


ON/OFF eBEEP (操作 音 ) の ON/OFF 
* APO の ON/OFF 
| FLTER | ・ryz-og | <A6o2g |  、 | 
合 動 作 の スタ ー ト ON/OFF 
ON/OFF 


⑲⑯| CW | *CWL/CWU の 切換 え * サ イド トー ン 、 受信 ピッ チ の 
切換 え 
。 ブ レー クイ ン の 切換 え 
回 AM/FM | *AM/FM の 切換 え | *TONE( ト ー ン ) の ON/OFF| 


WVFO A/B 切 換え ゅ メモ リー…VFO 転 送 機 能 eMULTE FUNCTION ダ イヤ ル 
@ VFO モ ー ド へ の 切換 え の モー ド 別 周波 数 ステ ッ プ の 
oA=B イ コー ル 幾 能 設定 
e メモ リー モー ド へ 切換 e メモ リー 記憶 禁止 設定 
え @ メモ リー アク セス ON/OFF 


e メモ リー の 書き 込み 


o メモ リー 内 容 の 消去 


ゅ ぁ スプ リッ ト 機 能 
ON/OFF 
2 


※FUNC キ ー 十 oFUNC キ ー の 携 能 は セッ トモ ー ド で す 。 詳し く は P64-P7 ら を 参照 くだ さい 。 


$ タイ マー スキ ャ ン の 時 定数 設 


征 
$ グ ループ スキ ャ ン の ON/OFF 


* プラ イオ リ デ ィ 携 能 ON/OFF 
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還 軒 受信 の し か た 


受信 は 操作 の 基本 で す 。 くり返し 各 ツ マミ ンス イッ チ の 操作 を 確認 し て お ぼ ば えま しょ う 。 


アン テ ナ 、 電 源 が 接続 され て いま すか ? ( 者 ほこ の 見 明 さ ペー ジ の 説明 する 箇所 で す 。) 


1. 電源 の ON/OFF 


信 押 す と ON。 LCD パ ネル が 点灯 し ます 。 
OFF す る と き は 1 秒 以 上 押し 続け て か ら 放 し て 下さ い 。SW を 放し 
た 時 表示 が 消え ます 。 


っ 琴 か な ら ず 本 機 の 電源 を OFF し て か ら 、 安定 化 電源 や イグ ニッ 
ショ ン キー を 0FF に し て くだ さい 。 

電源 ON の 状態 で 本 体 へ の 供給 電 圧 が 約 10V 以 下 に 低下 し た 

時 、 電 源 が 切れ る 場合 が 有り ます 。 その よう な 時 は も う 一 度 

電源 を 入れ 直し て 下さ い 。 


人 @ 石 (時計 方 向 ) へ まわ す と 大 きく な り ま す 。 
@ 諾 (反対 時 計 方 向 ) へ まわ す と 小さ く な り ま す 。 


3. スケ ル チ の 調整 


ザー ッ と いう 雑音 を 消し た いと き に 調整 し ます 。 
@ 石 (時 計 方 向 ) へ まわ し て 雑音 の 消え る 位置 に セッ ト し ます 。 
NN 時 計 方 向 に まわ ず ほ ど 、 強 い 信号 の み 受 信 で きる 様 に な り ま す 。 
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受信 の し か た 


4. MODE (モー ド ) の 選び か た 


MODE (モー ド ) と は 電波 の かたち" で す 。 信 号 を 受信 し て も 適切 な MODE (モー ド ) を 選ん で 
いな いと 受信 で きま せん 。 


主 SSB モ ー ド 
@ 押 す た び に LSB/USB、 交互 に 切換 わり ます 。 
便利 事項 | HF 帯 で 主流 の 音声 通信 モー ド で す 。 一 般 に 7MHz 帯 以下 は 
TLSB" 14MHz 帯 以上 は "USB" を 使用 し て いま す 。 
還 AM モ ー ド 
@ 押 す た び AM/FM、 交互 に 切換 わり ます 。 
@AM を 選ぶ 。 
AM/FM 
便利 事項 | 音声 通信 モー ド で す 。 こ の モー ド は 5O0MHz 帯 で よく 使用 され 
て いま す 。 ま た 、 中 波 や 短波 放送 を 聴く と き に 使い ます 。 
較 FM モ ー ド 
@ 提 す た び に FM/AM、 交互 に 切換 わり ます 。 
@FM を 選ぶ 。 
AM/FM 
便利 事項 | 占有 帯域 幅 が 広い の で 、 雑 音 に 強く 高音 質 で す 。 
28MHz 帯 、5OMHz 帯 で 使用 し ます 。 
肝 CW モ ー ド 
僅 押 す た び に CWU/CWL、 交 互 に 切換 わり ます 。 
| _ cw | 


便利 事項 | モー ルス 符号 を 使っ た 通信 モー ド で す 。 


便利 事項 | モー- ド メモ リー 機能 ノ 本 機 は モー ド メ モ リー 後 能 を 内 蔵 し て いま す 。 モ ー ド 別に 最後 に 使用 し た HF 
レベ ル 、FILTER、AGC、NB の 設定 状態 を 記憶 し て いま す 。 
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愛 価 の し か た 


EE 
の つ 
CHKSET 21 


いす NM い J ( は この 見 開き ペー ジ の 説明 する 箇所 で す 。) 
5. パンド の 選び か た に - 

バン ド と は 、 ア マチ ュ ア 無線 が 運用 で きる 周波 数 常 の こと で す 。 本 機 は 、1 .9MHz 帯 50MHz 帯 ま 
で 10 の バン ド を 搭載 し て いま す 。 


‥MF SEL ス イッ チ を 押す 。 
マ 〒 (カー ソル ) が MHz オー ダー 上 に ら 個 
京 灯 する よう に くり 返し 押し ます 。 


人 MULTE FUNCTION ダ イヤ ル で 希望 の バン ド を 選 所 。 
ある い は 、 マ イク ロホ ン の UP/DOWIN キ ー で 選ぶ 。 


便利 事項 | 本 機 は 、 バ ンド を 切換 えた と き 、 その パン ド で 以前 に 使っ て いた 周波 数 を 表示 し ます 。 
バン ド を 切換 える と き ~ カ チン ' カチン" と リレー 音 が し ます が 故障 で は あり ませ ん 。 


欠 MF SEL ス イッチ を 押す 。 
マヤ (カーソル) が 消え る まで くり 返し 押 
し ます 。 


便利 事項 ] MF SEL ス イッ チ 操作 で 、 マ の 点灯 位置 を 合わ せま す 。 


@MHz オ ー ダ ー の 周波 数 切換 え 人 @ 100kHz オ ー ダ ー の 周波 数 切換 え が 
MULTI FUNCTION ダ イヤ ル か マイ クロ ホン の UP/DOWIN キ ー で 行え ます 。 


一 本 機 の 初期 値 (電源 投入 時 の 各 バ ンド の 表示 周波 数 と モー ド ・VFO A/ BB とも) 


ンド | 宏明 | ンド | 初 四 CCF| 初 時  」 0 間 モー ド 

ピー 間 粒 1.8MHz<7MHz : LSB 

| 19 | 19100MHz | 10 | 10.1000MHz 249000MHz ao UaB 

3.550.0MHz 14.100.0MHz 8000M EDBHG2OG の ee 

4.630.0MHz 18.100.0MHz g9.100.0MHz DX-70G は 28MHx、 29MHb の パン ド 区 分 は 
7.050.0MHz 21.100.0MHz 50.1000MHz 


あり ませ ん 。 初期 値 は 28.100.0MHz で す 。 


受信 の し か た . 


6. 周波 数 の 合わ せ か た (チュ ー ニ ング 操作 ) 


田 VFO を 選ぶ 
@VFO ス イッ チ を 押す 。 
VFO A、VFO 日 が 切換 り ま す 。 
MV 便利 事項 | 本 幾 に は VFO モ ー ド と メモ リー モー ド (eyP42) が あり ます 。 
VFO は A、B 2 組 、 そ れ ぞ れ 異 な っ た 周波 数 や 運用 機能 が 設 
定 で きま す 。 
画 メ イン ダイ ヤル 


旬 石 (時 計 方 向 ) へ まわ す と 周波 数 が UP。 
人 @ 左 ( 反 時 計 方 向 ) へ まわ す と 周波 数 が DOWN。 


DOWN ( ) UP 便利 事項 | SSB、 Cw モ ー ド は 、825HIz ス テッ プ で 1 回 転 5kHz、AM、FM 
ーー ンク モー ド は 100Hz ス テッ プ で 1 回 転 2OkHz 可 変 し ます 。 


田 MULTI FUNCTION ダ イヤ ル 


倫 マ (カー ソル ) が 無 点 灯 を 確認 。 ど こ か に 点灯 し て いる 状態 の と き 
は MF SEL ス イッ チ を くぐり 返し 押し て 消灯 し て 下さ ざい 。 

人 @ 石 (時 計 方 向 ) へ まわ す と 周波 数 が UP。 

介 左 ( 反 時 計 方 向 ) へ まわ す と 周波 数 が DOWN。 


DOWN UP 

便利 事項 | 各 モ ー ド に よっ て 周波 数 ステ ッ プ が 違い ます 。 また 、 セ ッ ト 
モー ド で 周波 数 ステ ッ プ が 選べ ます 。(mwWPB8、G9) 
初期 設定 は SSB、CW/1.0kHz、AM/ 1 kHz、FM/.5kHz で す 。 

マイ クロ ホン の UP/DOWN 

@ マ (カーソル) が 無 点灯 を 確認 、 MF SEL ス イッ チ を 押し て 下さ い 。 

@ UP キー で 周波 数 が UP、DOWN キ ー で 周波 数 が DOWN。 

※ 動 作 は MULTI FUNCTION ダ イヤ ル と 同じ で す 。 

便利 事項 


モー ビル 運用 時 の チュ ー ニ ング 操作 走行 中 は 、 振 動 等 で メイ ンダ イヤ ル が 動い て 周波 数 が 変動 する 可能 性 
が あり ます 。 こ れ を 未然 に 防ぐ た め に D-LOCK ス イッ チ で メイ ンダ イヤ ル を ロッ ク し て MULTI 
FUNCTION ダ イヤ ル で チュ ー ニ ング する と 便利 で す 。 微 妙 な 周波 数 調整 は TXIT/RIT ( 叶 P6 1 ) で 行え ま 
す 。 ま た だ た 、 メ イン ダイ ヤル 左下 の ネジ に よっ て 、 メ イン ダイ ヤル の 回 転 ト ルク ( 重 さ ) を 調節 可能 で す 。 
(g 補 P74) 24 


受信 の し か た 


7. 実際 に 受信 し て み ま し ょ よう 。 (51.000.0MHz、 FM モー ド ) 


アン テ ナ 、 電 源 は 拉 続 し て いま すか ? 


呈 起 源 を 入れ る 。 

[IAF ツ マミ で 音量 を 調整 する 。 

[3IMF SEL ス イッ チ で ママ な を 点灯 。 
(バン ド 選 択 位置 ) 


[4IMULTI FUNCTION ダ イヤ ル を 
まわ す 。 
50MHz 帯 を セッ ト 。 


[eiMULTI FUNCTION ダ イヤ ル で 
51MHz を セッ ト し ます 。 


[ZIMF SEL ス イッ チ で 補 を 消灯 。 
[8IAM/FM ス イッ チ を 押し て 
FM を セッ ト 。 mh 
[j8QL( ス ケル チ ) ツマ ミ を まわ し て 、※ 信 号 を 受信 する と が 点灯 し 、 信 号 の 
“ザー" と いう 雑音 を 消す 。 強 さ に 応じ て 8 メー ター が 振れ ます 。 


[周辺 周波 数 を 受信 する 場合 は メイ ンダ イヤ ル を まわ す 。 


この 要領 で 、 い ろ い ろ な バン ド で いろ いろ な 周波 数 を 受信 し て くだ さい 。 


便利 事項 | 本 機 は アマ チュ アバ ンド の ほか 0.15 一 30MHz ま で 連続 受信 で きる ゼネ ラル カバ レッ ジ 受 信 機 能 を 
内 蔵 し て いま す 。AM 中 波 放送 や 短波 放送 が 楽し め ま す 。(myP34) 
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受信 の し か た 


8. 使い こなし て くだ さい 。 受信 に 便利 な 機能 群 。 
HF 帯 、5DMHz 帯 で は バン ド に よっ て 、 モ ー ド に よっ て 、 さ ら に は 時 刻 や 季節 の 変化 に よっ て 、 い 
ろ い ろ の 受信 状態 に 思 思 し ます 。 本 機 は 、 こ の 様 な 状態 に 対応 し 受信 信号 を 確実 に 捕らえ る 機能 を 
搭載 し て いま す 。 働 き を 理解 し て 十分 に 使い こなし まし ょ う 。 


一 RF (RF ゲイ ン ) 


@HF キ ー を 押す ご と に 5 補 め 認 回 宮 が 順に 点灯 、 又 は 、 消 灯 し ます 。 
@E 朗 め 認 回 人 で 受信 プリ アン プ ON。 弱 い 信 号 の 受信 に 効果 的 で す 。 
参 避 有 ) 記 回 通常 は この ポジ ショ ン で 受信 し ます 。 
@ 連 め 記 ))。 で アッ テ ネ ー タ ー (-10dB) ON。 
JRF-207 で アッ テ ネ ー タ ー (一 0dB) ON。 強力 な 信号 の 
受信 や 受信 周波 数 の 周辺 に 強力 な 信号 が 出現 し て 、 受 信 信 号 が 肝 
き に くく な っ た と き に 使い ます 。 


較 AGC (Automatic Gain ControD) 


欠 FUNC キ ー を 押し て FILTER キ ー を 押す 。AGC-S、AGC-F が 、 
交互 に 切換 わり ます 。 


氏 人 い 信 号 ご 弱い 信号 を 同じ 音 暑 に な る よう に 利得 を 自動 的 に 調整 
する の が AGC で す 。 そ の 時 定数 を 切換 える 事 が で き 、AGC-S は 


AGC 年 っ 5 
ゆっ くり 戻り AGC-F は 早く 戻り ます 。 
FILTER @ 通 常 、SSB、AM は AGC-S を 選び ます 。FM モ ー ド で は 動作 し ま 


せん 。 


還 RIT (Heceiver Incremental Tuning) 


@HIT ス イッ チ を 押す 。RIT の 点灯 を 確認 し ます 。 
@HIT ツ マミ を まわ し 周波 数 を 調整 し ます 。 
ンー @OFF に する と き は 、TXIT 家 示 が 消灯 する まで RIT ス イッ チ を くり 
UP 返し 押し ます 。 
(人 W) @RIT ス イッ チ は 受信 周波 数 を 倫 調 整 する 機能 で す 。 交 信 相手 局 の 
送信 周波 数 が ズレ た と き な ど に 使い ます 。 可 変 細 囲 は 土 !.4kHz で す 。 


RIT 1z34seyeso 40 60 


象 FUNC キ ー+RIT ス イッ チ で RIT ツ マミ で 可変 し た 周波 数 を 表示 
周波 数 に 加算 し ます 。 
人 中!T ス イッ チ を 押す と TXIT が 点灯 し TXIT が 動作 し ます 。 (mwPB 1 ) 


誠 お 起 請 |F、FILTER、NB の 使い 方 は (WP58 一 ) を ご 覧 くだ さい 。 
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還 軒 送信 の し か た 


ここ で は 送信 の た め の 準 備 と 基本 的 な 送信 の し か た を 説明 し ます 。 
実際 の 送信 の し か た は モー ド 別 の 運用 の し か た (cnWP29-P40) を ご ご覧 くだ さい 。 


1. 音声 モー ド の 送信 (SSB ス イッ チ 、AM/FM ス イッ チ ) 

殺 ア ン テ ナ 、 電 源 、 マ イク ロホ ン の 接続 を 確認 し て 下さ い 。 

[3 二 源 を 入れ る 。 

衣 信 操作 し て 、「CQ] を 出す た め の 空 いて いる 周波 数 、 
ある い は 交信 し た い 相 手 局 の 周波 数 を セッ ト す る 。 

4 場合 に より 送信 出力 を 設定 する 。(wsyP ら 8) 


マイ クロ ホン の PTT ス イッ チ を 押し ます 。 
マイ クロ ホン に 向かっ て 話す 。 1X ラ ンプ ( 赤 ) が 点灯 し ます 。 


マイ クロ ホン と の 距離 は 20 一 30gm を 目安 に し て くだ さい 。 
近 す ぎる と 音 が ひ ず お こと が あり ます 。 
スピ ー チ コン プレ ッ サ ー の 使い か た (WP28) 
マイ ク ゲ イン の 調整 の し か た (ErP78) 


[e 咲 信 を 終了 する と き は PTT ス イッ チ を は な す 。 


@ 押 す と 送信 。 
人 @ 衣 す と 受信 。 


ら . モー ルス 信号 の 送信 (CW ス イッ チ ) 
アン デ ナ 、 電源 、 電 鍵 も し く は エレ クト ロニ ッ ク キ ー ヤ ー 
の 接続 を 確認 し て 下さ い 。 


電源 を 入れ 、 受 信 操 作 を 行う 。 


BI] 居 信 出力 を 設定 する 。 (mWP28) 

[人 ブレ ー ク イン 時 定数 を 設定 する 。 (wwWP65) 
キー イン グ を は じ め る 。TX ラ ンプ ( 赤 ) が 京 灯 。 

( 吊 キ ー イ ング を 終了 する と 同時 に 、 自 動 的 に 送信 完了 。 


キー イン グ で 自動 的 に 
送信 状態 。 ※ 初 期 設定 は キー イン グ ス ピ ー ド に 自動 追従 する オー トモ ー ド の セミ ブレ 
ー ク イン が 設定 され て いま す 。 
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送信 の し か た 


3. 送信 出力 の 設定 の し か た ' 
@ 日 / し スイッチ を 押す ご と に 送信 出力 の 設定 が ie 回 度 引 に 
人 わ る 。 LO 計上 の 
HL モー ド 別 送信 出力 (1.9 こ 29MHz 帯 ) (W) | 


SSB・CW・FM ln] ioo 」 
近 距 離 の 局 と の 交信 の 場合 は MKSSSNI | 
な る べく LODW で 送信 し まし AM HH| 40 | 
よう 。 ILT 4 
是 ス ピー チコ ンプ レッ サー 。 @ ト ー ク パワ ー を 上 げ 、 メ リハ リ の きい た 力強い 送信 が で きま す 。 
SSB モ ー ド 、AM モ ー ド で の み 動 作 し ます 。 
参 設定 の し か た は pswWP67 を ご 覧 くだ さい 。 
詳 TXIT 機 能 @WRIT ス イッ チ を 押し 、TXIT 点 灯 を 確認 。 
(Transmit Incremental Tuning) RIT ツ マミ で 1 .4kHz で 送信 周波 数 を 可変 で き 、 可 変 時 は ディ ス 
RIT プレ イ に 表示 。 
葵 TXIT/RIT 同 時 に 動作 させ る と 送受 信 周 波数 と も に 微 調 整 で きま 
す 。(ms ぎ PB1) 
田 オ フ バ ンド 送信 禁止 機能 アマ チュ アバ ンド の 範囲 を 越え て 送信 操作 を 行う と 表示 と と も に 
送信 動作 を 停止 し ます 。 


AGC-S 


どど 
< の デビ デ 、 


1 2348876 ョ 
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画 SSB の 運用 の し か た 


SSB (Single Side Band) は 、HF 帯 、50MHz 帯 を 問わ ず 音 声 に よる 交信 に 用 いる 最も 一 般 的 な 
MODE (モー ドン ノ 電 波形 式 ) で す 。 初め て の 方 は 、“ キ ギ キンキン" " モ ゴ モ ゴ " と いう 印象 で し ょ う 。 し か 
し 、 何 度 も 受信 し て いる うち に 聴く コツ が わか り ま す 。 海外 局 の 声 も や 、 す ぐに 聴く こと が で きま す 。 


TXIT/RIT の OFF VFO モ ー ド 


アン テ ナ 、 電 源 、 マ イク ロホ ン は 接続 し て いま すか ? 
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貼 起 源 を 入れ る 。 
[2 運用 し た い バ ンド を 選 記 。 (mWP23) 


[31SSB ス イッ チ を 押す 。 


便利 事項 | バン ド に よっ て SSB は 、LSB、USB の どちら か を 使用 し ます 。 本 機 は SSB キ ー 
を 押す だ け で 、 バ ンド に 対応 し た モー ド を 選択 し ます 。 


本 機 の SQL は 8 メー ター レベ ル に よっ て 
は 動作 し て いま す の で 、AGOF 設 定時 に 
スケ ル チ が か か る 事 が あり ます 。 
AGC-S の 使用 を お 勧め し ます 。 


一 般 的 に 7MH2z 帯 以下 が LSB、14MHz 帯 以上 が USB で 運用 され て いま す 。 


各 バ ンド ご と に モー ド 別 運用 区 分 が 決め られ て いま す 。 ルー ル に 従っ て 、 正 し い 
運用 を 心がけ びましょう 。(syPB1 ) 


SSB 運 用 の し か た 


[4 交信 する 周波 数 を 探す 。 
交信 し た い 局 の 信号 が 明瞭 に 聴こえ る と ころ に 周波 数 を 合わ むせ ます 。 


この と き 、TXIT や RIT 機 能 が ON に な っ て る と 、 相手 局 と 自 局 と の 周波 数 に ズレ が 
生じ ます 。 


他 局 に 混信 を あたえ な いか 、 周 辺 周波 数 の 確認 を し て くだ さい 。 
団 マ イク ロホ ン の PTT ス イッ チ を 押し 、 話 す 。 


TX ラン プ ( 赤 ) が 点灯 し 声 の 強 さ に 応じ て 、RHF メ ー タ ー が 振れ ます 。 ま た TX ラン 
プ も 声 の レベ ル に 応じ て 光度 が 変化 し ます 。(ALC メ ー タ ー と し て 動作 pswWP16) 


声 が 大 きす ぎ た り 、 マ イク ロホ ン と の 距離 が 近 す ぎる と 音声 が 牌 ん だ り 、 明 上 度 
が 悪く な り ます 。 


[] マ イク ロホ ン の PTT ス イッ チ を は な し 、 相 手 局 の 信号 を 受信 する 。 


一 スプ リッ ト 運 用 に つい て 
DX (海外 ) 局 と 、 交信 する 場合 、 運 用 する 周波 数 帯 の 違い や パイ ル ア ッ プ を 効果 的 に 処理 する た め 
に 送信 周波 数 と 受信 周波 数 を 別々 に 設定 し て 交信 する こと が あり ます 。 こ の よう な 運用 を スプ リッ ト 
運用 と いい ます 。 本 機 に は 、 す ば や く ス プリ ッ ト 運 用 に 対す る クイ ッ ク オ フ セ ッ ト 機 能 、 送 信 周 波数 
チェ ッ ク 機 能 な ど を 内 蔵 し て いま す 。 (pswWP56) 


便利 事項 


バイ ル ア ッ プン 1 つの 局 を 多く の 局 が 一 度 に 呼び 出す 様子 を さ し ま す 。 海 外 局 に か ぎら ず 、 国 内 の 局 で も 記 
受 局 や 珍し い 郡 や 市 な どの 局 に 多く の 局 が 殺到 し ます 。 
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SSB 運 用 の し か た 


こん な 状態 に な が っ た ら 、 こ ん が な 対応 。 
実践 運用 テク ニッ ク 。 


コン ディ ショ ン の 変化 や 混信 な ど 、 運 用 中 に いろ いろ な 状況 に 出会い ます 。 本 機 に 搭載 し て いる 機能 を 
上 手 に 使い こなす こと で 、 交 信 が より 楽し く 、 快 適 に 行え ます 。 


馬 泥 信 に 対応 する 。 
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3.5MHz 帯 や ZMHz 帯 の 狭い バン ド 、 好 コン ディ ショ ン 時 や コン テス ト 時 は 、 ど うし て も 混信 は さけ 


1. IF 機能 を 使う 。 
念 受信 周波 数 を 動か さす 受信 IF 帯域 を 上 下 に 移動 させ 効果 的 に 混信 を 除去 で きま す 。 
人 @ IF ツマ ミ を 左 、 右 に まわ し て 下さ い 。 


ら . FILTEH を 使う 

@ 通 常 は 2.4kHz の フィ ルター を 通し て 受信 し て いま す が 1.0kHz の ナロー フィ ルター 
を 使え ば 混信 か ら 逃 げ る こと が で きま す 。 

欠 FILTEHR ス イッ チ を 押す 。NAR が 点灯 し 動作 状態 を 表示 し ます 。 

@ 1F ツ マミ こと FILTER スイ ッ チ を 組み 合わ し て 使う と さら に 効果 的 に 混信 を 除去 で 
きま す 。 


3. RF (アッ テ ネ ー タ ー) を 使う 

但 バ サバ サ ” と いう 感じ で 信号 が 受信 され る 様 な 時 は 近く で 強い 信号 が 出 て 影響 を 受 
け て いる 場合 が あり ます 。 

@RF ス イッ チ を 押す と アッ テ ネ ー タ ー が 動作 し ます 。 


SSB の 運用 の し か た 


男女 激 な コン ディ ショ ン 低 下 に 対応 する 。 
HF 帯 、50MHz 帯 は 季節 は も ちろ ん 、 時 刻 に よっ て も コン ディ ショ ン (電波 の 伝わり 方 ) が 刻々 と 変 
化し て いき ます 。 交信 中 、 相 手 局 の 信号 が 弱く な っ て きた り 、 大 き な フ ェ ー ジ ング を と も な う よ う に 
な っ た り し ます 。 そん な と き は 、 


1. RF (プリ アン プ ) を 使う 。 
信 只 ビス イッ チ を 押し て を 点灯 。 プ リア ンプ を 動作 させ ます 。 


ら . AGC-F に する 。 

@FUNC キ ー を 押し て 、FILTER ス イッ チ を 押す 。AGC-F が 点灯 し ます 。 

例 通 常 、SSB モ ー ド の 場合 AGC-S で 受信 し ます が 、 弱 い 電 波 を 受信 し た りす る 時 な ど 
で 、 そ の そば に 強力 な で 電波 や ノイ ズ が あり 、 そ の 人 強弱 で 感度 が 抑え られ た り し て いる 
状態 で は AGC-F に 設定 する と 効果 を 発揮 し ます 。 


田 周 波数 の ズレ て いる 局 に 対応 する 。 
ロー カル 局 同志 で ラウ ンド QSO (一 度 に 多く の 局 と 交信 する ) を する 場合 な ど それ ぞ れ 微妙 に 周波 数 
が 違い ます 。SSB モ ー ド は この 違い が 気 に な り ま す 。 そん な と き は 、 


1. HIT で 調整 する 。 
@RIT ス イッ チ を 押し て 、RIT ツ マミ で 調整 する 。 
@ 送 信 周波 数 は その まま で す の で 、 交 信 相 手 局 に 影響 ああ た えま せん 。 


一 バ イル アッ プ に 対応 する 。 
た くさ ん の 局 が 同時 に ] 局 を 呼ん で いる 、 そ の 中 か ら 自 局 を 選ん で ほし い 。 そん な と き は 、 


1. ス ピー チコ ンプ レッ サー を 使う 。 


@ セ ッ ト モ ー ド で 動作 を 設定 し ます 。 (WP67) 
人 @ トー ク パ ワー が アッ プ し て 了解 度 が 上 が り ま す 。 
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置 軒 AM の 運用 の し か た 


AM (Amplitude Modulation) は 、 中 波 放送 や 短波 放送 で な じみ 深い MODE で す 。 アマ チュ ア 無 線 で は 
50MHz 帯 で 良く 使用 ご され て いま す 。 本 機 で は 、 中 波 帯 か ら 、 短 波 帯 を 連続 受信 する ゼネ ラル カバ レッ 
ジ 受 信 機 能 を 搭載 し て いま す の で 、 ラ ジオ 放送 や 市 民 バ ンド (27MHz 帯 ) の 受信 時 に も 使用 で きま す 。 


[oo 
記 。 ルレ 


アン テ ナ 、 電 源 、 マ イク ロホ ン は 接続 し て ます か ? 


員 電 源 を 入れ る 。 
[2 理 用 し た い バ ンド を 選 点 (mWP23) 
[31AM/FM ス イッ チ を 押し て AM を 
選ぶ 。 
[4] 交 信 す る 周波 数 を 探す 。 
9 他 局 に 混信 を あたえ な いか 確認 し て くだ さい 。 


[l マ イク ロホ ン の PTT ス イッ チ を 押し 、 マ イク に 向かっ て 話し ます 。 
TX ラン プ ( 赤 ) が 点灯 し 、HF メ ー タ ー が 振れ ます 。 


大 き な 声 や マイ クロ ホン に 近 す ぎ た り する と 普 声 が ひ ず む こと が あり ます 。 メー 
ター が キャ リア レベ ル か らら 9 振れ る 程度 を 目安 に し て くだ さい 。 


軒 マ イク ロホ ン の PTT ス イッ チ を は な す と 、 受 信 に 移り ます 。 


AM MODE は 他 の MODE よ 送信 出力 が 小さ べく な っ て いま す 。(EwP28) 


便利 事項 | AM MODE で スピ ー チ コン プレ ッ サ ー を 使用 する と メリ 作り の きい た 音質 が 得 ら れ ま す 。( ぎ P67) 
ナロー フィ ルター と 4IF ツ マミ を 使え ば 、 効 果 的 に 混信 を 除去 で きま す 。 (WP5B…) 
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AM の 運用 の し か た 


ゼネ ラル カバ レッ シ ジ 受 信 機 能 の 使い か た 


中 波 放送 や 短波 放 送 を 楽し め る ゼネ ラル カバ レッ ジ 受 信 機 能 を 使い こなし まし ょ う 。 


' アン テ ナ 、 電 源 は 、 接続 し て いま すか ? 中 波 放送 666kHz を 受信 し まし ょ う 。 


電源 を 入れ る 。 


[2IMF SEL ス イッ チ で MHz 桁 に を 
セッ ト 。 


[3IMULTI FUNCTION ダ イヤ ル を 
まわ す 。 


[4IMF SEL ス イッ チ で 100kHz 桁 に を セッ ト 。 


[IMULTI FUNCTION ダ イヤ ル を 
まわ し 、 0.650.0 に セッ ト し ます 。 


[elIMF SEL ス イッ チ で 〒 を 消灯 。 

[ZIAM/FM ス イッ チ を 押し て AM を 
セッ ト 。 

[8IMULTE FUNCTION ダ イヤ ル か 
メイ ンダ イヤ ゼル ソ ツマ ミ で 受信 周波 数 を セッ ト 。 

[9 引 AF ツ マミ で 音量 を 調整 する 。 


便利 事項 | MULTI FUNCTION ダ イヤ ル で は 中 波 放送 の kHz ピッ チ の 周波 数 ステ ッ プ が 選べ 
ます 。 (WP69) 
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加 FM の 運用 の し か た 


FM (Frequency Modulation) は 、 雑 音 に 強く 高音 質 な MODE で す 。 
アマ チュ アバ ンド で は V/UHF 帯 で ポピュラー な MODE で す が 、 ら 98MHz 帯 、50MHz 帯 で も 人 気 あ る 
MODE で す 。 


⑥⑤@ 


TX ン ン HIN 


アン テ ナ 、 二 源 、 マ イク ロホ ン は 接続 し て いま すか ? 


則夫 源 を 入れ る 。SQL レ ベル を セッ ト 。 
[2 軍用 し た い バ ンド を 選 応 (m 補 P23) 


[3IAM/FM ス イッ チ を 押し て 、FM 
を 選 氷 。 


1 ' [4 交信 する 周波 数 に セッ ト し ます 。 
便利 事項 | 他 局 に 混 貸 を お た えな いか 確認 し て くだ さい 。 


団 マ イク ロホ ン の PTT ス イッ チ を 押し て 、 マ イク に 向かっ て 話し ます 。 
TX ラン プ ( 赤 ) が 点灯 し 、RF メ ー タ ー が 振れ ます 。 


[@] マ イク ロホ ン の PT エス イッ チ を は な す と 、 受 信 に 戻り ます 。 
SQL ツ マミ を 右 に まわ し 過ぎ て セッ ト す る と 有 い 信号 が 受信 で き な く な り ま す 。 


本 機 の FM は 28MHz 帯 が スー パー ナロー、50MHz 淀 が ナロー 仕様 で す 。 


便利 事項 | ふ メ ィ ンダ イヤ ル に よる チュ ー ニ ング より 、MULTI FUNCTION ダ イヤ ル に よる 選 局 操作 が 便利 で す 。 
セッ トモ ー ド で 周波 数 ステ ッ プ が 選べ ます 。(m\P68) 
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FM の 運用 の し か た 


ら 9MHz 帯 レビ ー タ ー 運 用 の し が た 。 


現在 、 日 本 国内 に は 29MHz 帯 レビ ピー ター 局 が ら 局 設置 され て いま す 。(1995 年 5 月 現在 ) 
本 機 は 、 レ ビー ター 運用 に 対応 する 機能 を 備え て いま す 。 


が RT 


CHK5ET SR ニ 21 


アン テ ナ 、 電 源 、 マ イク ロホ ン は 接続 し て いま すか ? 


軸 起 源 を 入れ る 。SQL レ ベル を セッ ト 。 
[2IVFO A に 89.650.0MHz を セッ ト し ます 。 


[31AM/FM ス イッ チ で FM を 選 点 
[4IFUNC キ ー を 押し て 、AM/FM ス イッ チ を 押す 。 
放 時 点灯 を 確認 し ます 。 SPLIT 6 


※88.5Hz の トー ン セ ッ ト ぁ 


[jSPLIT ス イッ チ を 押し な が ら aa 


メイ ンダ イヤ ル を まわ し 
ー0.100.0 を セッ ト し ます 。 


※ ク イッ クオ フ セ ッ ト 機 能 (msP57) 


[] マ イク ロホ ン の PTT ス イッ チ を 


SPLIT 本 ゅ 陣 回 


押し て 、 マ イク に 向かっ て 話し ます 。[ og 


[PTT ス イッ チ を は な す と 受信 に 戻 Wii ツー 
り ま す 。 


レビ ー タ ー 運 用 は な る べく ショ ー ト QSO ( 短 時 間 交 信 ) を 心がけ まし ょ う 。 


JPBYCV に アク セス する に は 受信 29.650.0MHz、 送 信 o9.550.0MHz を セッ ト し ます 。 
JHGYT に アク セス する に は 受信 ら 9.670.0MHz、 送 信 29.570.0MHZz を セッ ト し ます 。 
レビ ー タ 周波 数 は スプ リッ ト 周 波数 も 記 億 で きる メモ リー チャ ン ネ ル に デー タ を 登録 する と 便利 
で す 。 (rsyP48) 36 


軒 軒 CW の 運用 の し か た 


電 鍵 や エレ クト ロニ ッ ク キ ー ヤ ー を 接続 し て モー ルス 符号 の 送受 信 で 交信 する の が CW (Continuous 
Wave) MODE で す 。 CW の 運用 に は 第 3 級 以 上 の 資格 が 必要 で す 。 符 号 の や り と り で す の で 音声 通信 に 
比べ 、 遠 距離 交信 が 容易 に 可能 で す 。 


アン テ ナ 、 電 源 、 電 人 負 あ る い は エレ クト ロニ ッ ク キ ー ヤ ー は 接続 し て いま すか ? 


宙 源 を 入れ る 。 
[2 運用 し た い バ ンド を 選 点 (pyWP23) 


I3ICW ス イッ チ を 押す 。 
押す ご と に CWL、CWU が 交互 に 切換 り ま す 。 
じ WL は BFO の 周波 数 が 上 側 で 、LSB モ ー ド で 受信 する 感覚 で す 。 
J 倫 じ CWU は BFO の 周波 数 が 下 側 で 、USB モ ー ド で 受信 する 感覚 で す 。 


@CWL、CWU は 好み に 応じ て 選ん で くだ さい 。 


便利 事項 | Cw モ ー ド の 初期 設定 は FILTER は NAR (ナロー)、 AGC (ファ スト ) に 切換 り ます 。 
目的 の 信号 を 的 確 に と ら え る こと が で きま す 。 
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CW の 運用 の し か た 


[4 稀 信 す る 周波 数 に セッ ト す る 。 
交信 し た い 局 の 信号 が 、 自 局 の サイ ド ト ー ン と 同じ ピッ チ に な る よう に 周波 数 を セ 
ッ ト し ます 。 


この と き 、RIT や TXIT 機 能 が 動作 し て いる と 相手 局 と 自 局 と の 周波 数 に ズレ が 生じ 
ます 。 必ず TXI!T/RIT 機 能 は OFF に し て くだ さい 。 


※ 相 手 局 に 他 局 の 交信 に 混信 を あたえ な いよ う 、 周 辺 周波 数 を 確認 し まし ょ う 。 

ゼロ イン bp 陣 利 事項 | FUNC キ ー を 押し 続け る と 送信 周波 数 の モニ ター が で きま す 。 こ の 状態 で キー ダウ ン 
し 、 サ イド トー ン と 交信 し た い 局 の 受信 斉 が 同じ ピッ チ に な る よう に メイ ンダ イヤ ル 
操作 を し て くだ さい 。 


回 キ ー イ ング を は じ め ま す 。 


便利 事項 | 本 隊 は フル ブレ ー ク イン と キー イン グ ス ピ ー ド に 合わ せ て 自動 的 に ディ レー タイ ム 
を 設定 する オー トモ ー ド を 含む 8 段階 の 設定 が で きる セミ ブレ ー ク イン 運用 が 楽し 
め ま す 。 

初期 設定 は オー トモ ー ド 、 設定 は セッ トモ ー ド で (msyPB5) 


(sl キー イン グ 終 了 で 受信 に も どり ます 。 


便利 事項 | 本 機 の サイ ド ト ー ン は 、750Hz。650Hz、850Hz へ の 変更 が セッ トモ ー ド で 行え 
ます 。 (8 守 P65) 


サイ ド ト ー ン の 音量 調整 は (WW\PZ3) 


38 


CW の 運用 の し か た 


こん な 状況 に な つた ら 、 こ ん な 対応 。 


コン ディ ショ ン の 変化 や 混信 な ど 、 運 用 中 に いろ いろ な 状況 に 遭遇 し ます 。 
本 機 に 搭載 し て いる 機能 を 上 手 に 使い こなす こと で 、 交 信 が より 快適 に 行え ます 。 


一 混信 に 対応 する 。 
1.9MHz 帯 や 3.BMHz 帯 な どの 牛 い バン ド 、 好 コン ディ ショ ン 時 や コン テス ト 時 は 混信 は さけ られ ま 
せん 。 そん な と き 
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1. IF 機能 を 使う 。 
@ 受 信 周波 数 を 動か ひさ ず |F 帯 域 幅 を 上 下 に 移動 させ 効果 的 に 混信 を 除去 し ます 。 
免 IF ツ マミ を まわ し ます 。 


ら . FILTER を 使う 。 
命 2IF と ナロー フィ ルター と 組み 合わ せ て 使う と 、 さ ら に 効果 的 で す 。 


3. BFO リ バー ス 機 能 を 使う 。 
@CWU、CWL を 切換 える と 混信 が 除去 で きま す 。 相 手 局 と ゼロ イン 状態 の と き は 、 
CWU、CWL を 切換 えて も 受信 音 、 送 信 周 波数 は 変化 し ませ ん 。 


4. HF (アッ テ ネ ー タ ー) を 使う 。 
谷 ア ッ テ ネ ー タ ー を 使え ば 近接 信号 か ら 受 ける 抑圧 や 混 変調 を 軽減 する こと が で きま 
す 。 


CW の 運用 の し か た 


田 急 激 な コン ディ ショ ン 低 下 に 対応 する 。 


1. RF (プリ アン プ ) を 使う 。 
@ び RF スイ ッ チ を 押し て 拓 を 点灯 。 
受信 プリ アン ブ を 動作 させ ます 。 


一 受 信 信号 が 聴き せ づ らい と き 。 
相手 局 が ゼロ イン せ ず 、 応 答 し て きた と き な ど 、 信 号 が 聴き と り に くく な り ま す 。 


1. RIT ツ マミ で 調整 する 。 
で 昌和 T ス イッ チ を 押し て 、RIT ツ マミ で 調整 し ます 。 
久 送 信 周 波数 は その まま で す の で 、 交 信 相 手 局 に 影響 ああ た えま せん 。 


田 バ イル アッ プ に 対応 する 。 


1. フル ブレ ー ク イン 運用 する 。 
@ キ ー イ ング 時 だ け 送 信 し 、 ス ペー ス 時 は 受信 に 切換 わり ます 。 コ ー ル する タイ ミン グ 
を 的 容 に と ら え る こと が で きま す 。 
@ 設 定 は セッ トモ ー ド で (P65) 
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画 RTTY/ バ ケッ ト (Asry) の 運用 の し か た 


本 機 に は HTTY ン パケ ッ ト 、 FAX や SSTV の 受信 に 最適 な 運用 が 可能 な UT.LT の モー ド を 備え て お り ま す 。 


PTT 
(マイ クコ ネクター) (本 体育 面 ) 


思 マ イク 端子 〇 に 付加 機器 の 低 周 波 出力 を 接続 する 。 

2] マ イク 端子 の に 低 周 波 出力 の アー ス を 接続 。 

3] マ イク 端子 ② に 付加 機器 の PTT 出 力 を 接続 。 

4 マイ ク 端 子 ③ に 付加 幾 器 の PTT GND。 

還 育 面 SPEAKER (外部 スピ ー カ ー) 端子 又は 、 マ イク コネ クタ ー の 6 番 ピ ン ( ス ケル チ の 
か か っ て いな い 検 波 出力 5bkO P-P 0.5V) に RECEIVE SIGNAL.AFIN 接 続 。 


連用 の し か た 


起源 を ON。 | | 通 利 の モー ドド | 本 機 で は | 
oo AFSK (300 ボ ー SSB 
軌 モ ー ド を 選ぶ 。 | AFSK (3OO ポ ー) | SsB | 
DFSK (1094 つ 
連用 バン ド を 選び 
用 作 を 行う 
@USB モ ー ド か ら FUNC キ ー を 押し て SSB ス イッ チ を 押す と UT. に な り 、LSB モ ー ド か ら FUNC キ ー を 
押し て SSB ス イッ チ を 押す と LT に な り ま す 。 
@SSTV、FAX、 RTTY、AMTOR 等 の デー ター 通信 で は 通過 帯域 を 高 域 側 ヘ へ シフ ト し た 方 が 良好 な 受信 結 
果 が 得 ら れ ま す 。 
UT/LT は それ ぞ れ USB、LSB モ ー ド の 通過 帯域 を 高 域 に シフ ト し た モー ド で す 。 
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- 。 。 。 メモ リー チャ ン ネ ル の 使い か た 還 計 


本 機 は 、100 チ ャ ン ネ ル の メモ リー チャ ン ネ ル を 装備 し て いま す 。 受信 周波 数 や 送信 周波 数 を は じ め 、 
いろ いろ な 運用 デー タ が 登録 で きま す 。 交信 に よく 使う 周波 数 を 登録 し て お く と 便利 で す 。 


園 メ モリ ー で きる 内 容 


信 送 受信 周波 数 

@MODE (SSB、CW、FM、AM な どす べ て ) 
@FILTEH (ノー マル 、 ナ ロー) (FM を 除く ) 

僅 HF (プリ アン プ 、 ア ッ テ ネ ー タ ー) (FM を 除く ) 
AGC (スロ ー、 フ ァ ー ス ト ) (FM を 除く ) 

登 NB (ON/OFF) (FM を 除く ) 

旬 TONE (ON/OFF) (FM 時 ) 


メモ リー 番号 "00" ーー “898" まで 、 す べ て の メモ リー チャ ン ネ ル 
に 上 記 の デー タ が 登録 で きま す 。 


型 メモ リー モー ド で の 機能 


欠 メ モリ ー ア クセ ス 機 能 (mWP70) 
代 メ モリ ーーVFO 転 送 和 能 (mWP49) 
代 メ モリ ーー 保護 機 能 (CWP70) 


画 メ モリ ー の バッ クア ッ プ 


本 機 は EEP-ROM を 採用 し て いま す の で 、 バ ッ ク ア ッ プ 電源 の 必要 が 
な く 、 長 期間 メモ リー デー タ が 保存 で きま す 。 
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メモ リー チャ ン ネ ル の 使い か た 


メモ リー モー ド で 運用 する 。 
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LIMEMD ス イッ チ を 押す 。 


府 用 
MEMO ! リ もり 


※ 前 回 使用 し た メモ リー チャ ン ネ ル が 呼び 出さ れ ま す 。 
※ メ モリ ー チ ャ ン ネ ル に な に も 登録 され て いな い 時 は メモ リー モー ド に な り ま せん 。 


メモ リー チャ ン ネ ル を 選ぶ 


[2IMULTI FUNCTION ダイ ヤル を に の | AecF 工 還 し 
回 し ます 。 ある い は UP、 ロ OWN | pa 78228 の 
キー を 押す 。 m 


※ デ ー タ が 登録 され て いな い チ ャ ン ネ ル は スキ ッ プ し ます 。 


※ 呼 び 出 し た メモ リー チャ ン ネ ル で 一 時 的 な 、 周 波数 可変 操作 、 モ ー ド の 変更 、HIT 控 作 な ど 
ほとん どの 操作 が 行え ます 。 次 に 同じ メモ リー チャ ン ネ ル を 呼び 出し た と き は 、 登 録 さ れ て 
いた デー タ が 呼び 出さ れ ま す 。 


※ セ ッ ト モ ー ド の 設定 で 、 一 時 的 な 周波 数 可変 操作 を 禁止 する こと が で きま す 。 (mwPZ0) 


メモ リー チャ ン ネ ル の 使い か た 


メモ リー チャ ン ネ ル に デー タ を 登録 する 。 


(シン プレ ックス ・VF0O モ ー ド ) 


例 . メモ リー ナン バー “88" に 7.050.0MHz、LSB を 登録 する 場合 
メモ リー チャ ン ネ ル を 選ぶ 


デー タ を 設定 し て 、 確 認 し ます 。 


HIFUNC キ ー を 押す 。 


[2IMULTE FUNCTION ダイ ヤル 
を 回 す 。 あ る い は UP、DOWN キ ー を 押し て "88" に 合わ せる 。 


※ デ ー タ を 登録 し て いる メモ リー チャ ン ネ ル は ナン バー が 点 灯 、 登 録 さ れ て いな いい チャンネル 
は ナン パー が 点滅 し ます 。 


登録 する 


BIMEMO(MW) ス イッ チ を 押す 。 


デー タ を 登録 し て いる チャ ン ネ ル に 登録 操作 を する と 、 前 の デー タ が 消え て 、 新 し 
い デ ー タ が 記憶 され ます 。 
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メモ リー チャ ン ネ ル の 使い か た 


メモ リー チャ ン ネ ル に デー タ を 登録 する 。 


(シン プレ ックス ・ メ モリ ー モ ー ド ) 


例 、 メ モリ ー ナ ン バ ー "88 の 内 容 を “73 に 登録 する 。 
メモ リー チャ ン ネ ル を 選ぶ 


誠二 デー タ を 設定 し て 確認 し ます 。 yp AGc-S 
ィ ォ うど 邊 
“88" の メモ リー チャ ン ネ ル 表 示 wwo ど ピロ コル 7. げ 


aga7smeO OO 


FUNC 


IFUNC キ ー を 押す 。 


[2IMULTI FUNCTION ダイ ヤル を 回 す 。 ある い は UP、DOWN キ ー を 押 
し て “73 に 合わ せる 。 


※ デ ー タ を 登録 し て いる メモ リー チャ ン ネ ル は ナン バー が 点灯 、 登 録 し て いな い チ ャ ン ネ ル は 
ナン バー が 点滅 し ます 。 


HIMEMD ス イッ チ (MW) を 押す 。 


※ メ モリ ー 周 波数 を は じ め 、 操 作 を し た 後 、 デ ー タ を 保存 し た いと き 便 利 な 機能 で す 。 


デー タ を 登録 し て いる チャ ン ネ ル に 登録 操作 する と 、 前 の デー タ が 消え て 、 新 し 
い デ ー タタ が 登録 され ます 。 


※ セ ッ ト モ ー ド の 設定 で 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル へ の 登録 操作 を 禁止 する こと が で きま す 。 
(WP70) 
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メモ リー チャ ン ネ ル の 使い か た 


メモ リー チャ ン ネ ル に デー タ を 登録 する 。 


(スプ リッ ト ) 


SA ar ンー 


1 


例 、 送信]4.275.0MHz、 受信 14.850.OMHz を メモ リー ナン バー “59" に 登録 する 。 
デー タ を 設定 する 


HIVFO A に 14.250 を セッ ト 。 
(受信 周波 数 ) 


[2ISPLIT ス イッ チ を 押し な が ら MULTI FUNCTION ダイ ヤル か 
メイ ンダ イヤ ル で + ら 5.0kHz を セッ ト 。( ク イッ クオ フ セ ッ ト 機 能 
(mWP57) 


SPLIT 回 g 還 し 
VFOA 
見 」 
も も げ ど 5 り 


sseer ws" 


登録 させ る 


[3IFUNC キ ー を 押す 。 
4IMULTI FUNCTION ダイ ヤル か | iT mma AGc-S 


UP/DOWN キ ー で メモ リー チャ 17 つと ロロ ーー 
RS 中 四 659 757 

ン ネ ル を 選 応 。 usyuukuk2JLMudidi 
[SIMEMO ス イッ チ (MW) を 押す 。 SPLIT DB AGc-S UGB 


” 59 472599 


30 ao WO 


mm 1 2 コ 45e7 ア Ws 
EUES2 


※VFO A / の 優先 順 は あり ませ ん 。 
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メモ リー チャ ン ネ ル の 使い か た 


メモ リー チャ ン ネ ル に デー タ を 登録 する 。 


(スプ リッ トレ ビー ター) 


47 


例 、 メ モリ ー ナ ン バ パー “03" に 受信 ら 9.650.0MHz、 送 信 29.550.0MHz を 登録 する 
場合 


デー タ を 設定 する 


HIVFO A に 29.550.0 を セッ ト す る 。 
(送信 周波 数 ) 

※ モ ー ド FM、TONE も セッ ト し ます 。 

[2IVFO B に 9.650.0 を セッ ト 。 
(受信 周波 数 ) 

※VFO A=B 機 能 を 使う と 便利 で す 。 

[スプ リッ ト を 押す 。 


登録 する 


[4JFUNC キ ー を 押す 。 

[IMULTI FUNCTION ダイ ヤル か 
UP/DOWN キ ー で メモ リー チャ 
ン ネ ル を 選 点 。 


[6IMEMO ス イッ チ (MW) を 押す 。 SPLIT 8 ゆめ 軸 


vroB ロコ 96 


※ 受 信 周波 数 を 表示 させ た 状態 で FUNC キ ー+MEMO ス イッ チ (MW) を 操作 し て くだ さい 。 
VFO A/B の 優先 順 は あり ませ ん 。 


メモ リー チャ ン ネ ル の 使い か た 


メモ リ ー テ ー タ の 消去 。 


(個別 チャ ン ネ ル の 場合 ) 


HIMEMO ス イッ チ を 押し て メモ リー モー ド 。 


[IMULTI FUNCTION ダイ ヤル か 
UP/DOWN キ ー で 消去 し た い メ | wewo gg 
モリ ー ナ ン バ ー を セッ ト 。 


[3IMEMO ス イッ チ を 押し 続け る 。 
4] ビー プ 音 と メモ リー ナン バー の 点 
減 で 手 を は な す 。 


※ 周 波数 を は じ め デ ー タ は その まま 表示 され て いま す が 、 メ モリ ー 内 の デー タ は 消去 され て い 
ます 。 


メモ リ ー デ ー タ の 消去 。 


( 全 チ ャ ン ネ ル の 一 括 の 場合 ) 


N 
N / 
っ )@⑥$ ミ グリ 


HIMEMO ス イッ チ を 押し な が ら 
電源 を 入れ る 。 
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メモ リー チャ ン ネ ル の 使い か た 


メモ リー テー タ を VFO に 転送 する 。 


メモ リー チャ ン ネ ル に 登録 し た 内 容 を VFO へ 転送 で きま す 。 
登録 し て いる メモ リー チャ ン ネ ル 周 辺 で の 送受 信 周 波数 を 可変 する 時 に 便利 で す 。 


例 、VFO A に メモ リー ナン バー "06" の デー タ を 転送 する 場合 
[LVFO モ ー ド で VFO0 A を セッ ト し ます 。 
[2IMEMO ス イッ チ を 押す 。 


[3IMULTI FUNCTION ダイ ヤル か 
UP/DOWN キ ー で 06′" を セッ 
ト し ます 。 


[4IFUNC キ ー を 押す 。 
[IVMFO ス イッ チ (MーVFO) を 押す 。 


[SIVFO ス イッ チ を 押す 。 二 
記 コロ 


も げ 。 も ! 三 月 直 」 


133 っ 46ee7eeo7 


WO 


※ デ ー タ を 転送 し て も 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 内 の デー タ は その まま 保存 され て いま す 。 
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スキ ャ ン の 使い か た 加計 


周波 数 や メモ リー チャ ン ネ ル を 自動 的 に 変化 させ て 、 信 号 を 探す 機能 で す 。 

本 機 は バン ドス キャ ン 、 還 メモ リー スキ ャ ン を 内 蔵 し て いま す 。 

また 、 特 定 の 周波 数 と 受信 周波 数 問 を くり か え し 交互 に 受信 する [3] プ ライ オリ ティ 機能 も 内 蔵 し て いま 
す 。 


1. ス キャ ン の 種類 
圏 バ ンド スキ ャ ン 
@⑱ ア マチ ュ ア バン ド 内 を 指定 し た 周波 数 ステ ッ プ で くり 返し スキ ャ ン し ます 。 


幼 男 


1.9075->1.9125MHz 
3.5/3.8 3.5000 一 ・3.8050MHz 


各 モ ー ド 別に MF ダ イヤ ル で 
定 し て いる 周波 数 ステ ッ プ で ス 
キャ ン し ます 。 

初期 設定 で は 


本 3 


SSB・CW : 0.1kHz 
18.0680ー+18.1680MHz AM・ 1 OkHz 
8] .O000・… ら 1.4500MHz FM : 2.5kHz 
“ 


24.8900*24.9900MHz 
28.0000+ ら 8.9999MHz *e 


29.0000-・29.7000MHz *2 
50.0000 一 *53.9999MHz 


設定 変更 は es"P69、70 

率 ]…DX-70G の み の 仕 様 で す 。 

ま ネ ま ら …DX-70G は 
「28.0000…28.0000MHz」 

で す 。 


欠 ビ ネ ラ ルカ バレ ッ ジ 受信 機能 動作 時 の スキ ャ ン は 、 上 下 の ア マチ ュ ア バン ド 間 を スキ 
ャ ン し ます 。 た と えば 3.925MHz を 受信 し て いて 、 ス キャ ン 動 作 を させ る と 、 
3.8050~ >6.9888MHz 間 を スキ ャ ン 範 囲 と し て 動作 し ます 。 


* 区 2 ト ー- 価 IS 


アマ チュ アバ ンド A アマ チュ アパ バンド B アマ チュ アバ ンド C 


※ ア マチ ュ ア バン ド は バン ド 内 を 、 そ の 間 の 周波 数 は アマ チュ アバ ンド と アマ チュ アバ ンド 
の 間 を くり 返し スキ ャ ン し ます 。 
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スキ ャ ン の 使い か た 


圏 メ モリ ー ス キャ ン 


人 @ デ ー タ を 登録 し て いる メモ リー チャ ン ネ ル を 順次 に スキ ャ ン し ます 。 

佑 デ ー タ を 登録 され て いな いい チャン ネル は 、 ス キッ プ さ れ ま す 。 

旬 メモリー チャンネル を 10 グ ルー プ に わけ 、 希 望 し た グル ー プ だ け を スキ ャ ン で きま 
す 。 セ ッ ト モ ー ド で 設定 で きま す 。 (5PZ ] ) グル ー プ は メモ リー 番号 で 00 一 0g、 
10-19、280 一 9…90-ー998 の 10 グ ルー プ で す 。 


圏 メ モリ ー ス キャ ン 


Ge の Ce の (Se うー Ge (Ge 本 


デー タダ タ の ある チャ ン ネ ル だ け を スキ ャ ン 。 
方 向 は 、UP、DOWIN 選 択 で きま す 。 


田 メ モリ ー グ ルー プス キャ ン 


> * ぐ の くど Ge で 


グル ー プ メモ リー スキ ャ ン を 選択 する と 、 指 定 し た 最大 10 個 の 登録 され て いる チャ 
ン ネ ル だ け を スキ ャ ン す る こと が で きま す 。 


圏 プラ イオ リティ 
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欠 表 示 周 波数 を 5 秒間 受信 する 毎 に 、 設 定 し た チャ ン ネ ル を 0.5 秒 間 受 信 し ます 。 (その 
時 、 信 号 が 入り スケ ル チ が 開い て いる と 2 秒間 設定 され た チャ ン ネ ル を 受信 し ます 。) 
参 拓 本 的 に は VFO A / 日 と メモ リー チャ ン ネ ル 間 で 動作 し ます 。 


し ーー (eb) | eK(O5 め 


メモ リー プラ イオ リティ B リー VFO 


スキ ャ ン の 使い か た 


スキャン の スタ ー ト プス トッ プ の 条件 設定 (mw P71) 
スキ ャ ン の 停止 条件 、 再 スタ ー ト 条件 が セッ トモ ー ド で 設定 で きま す 。 設定 で きる 条件 は 次 の 通り 
@ 信 号 を 受信 し た ら ス キャ ン を 停止 し 、 自 動 的 に スキ ャ ン 動作 を 解除 。 OF 
@ 信 号 を 受信 し て 停止 、 信 号 が 無く な っ て 、 ス キャ ン を 再 ス ター ト 。 


| OF 
| oo | 
@ 信 号 の 有無 に か か わら ず 、 ス キャ ン を 続行 。 9 二 | 
に = 
の" 


例 信 号 を 受信 し て 停止 、 ら 秒 後 吾 ス ター ト 。 ら 
今 信号 を 受信 し て 停止 、4 秒 後 再 スタ ー ト 。 4 


@ 信 号 を 受信 し て 便 止 、6 秒 後 再 スタ ー ト 。 | 6 | 


HIFUNC キ ー を 押す 。 
[2 もう一度 FUNC キ ー を 押す 。 
[3 人 SPLIT スイ ッ チ を 押す 。 


SCAN 表 示 ま で くり 返し 
SPLIT スイ ッ チ を 押す 。 


[5FUNC キ ー を 押す 。 


※ 初 期 設 定 は "2" の 信号 を 受信 し て 停止 、 ら 秒 後 理 ス ター ト で す 。 
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スキ ャ ン の 使い か た 


バン ドス キャ ン の し か た 。 


RT 


人 
(⑥(@) 
に 


[LIMVFO ス イッ チ を 押し て VFO モ ー ド 。 

[2I ス キャ ン し た い バ ンド を 選 点 。 

[3 堪 望 の モー ド を 選 点 。 

[4 但 RL (スケ ル チ ) ツマ ミ で スケ ル チ レ ベル を 設定 する 。 
スケ ル チ が 開い て いる 状態 で は 、1 ス テッ プ 毎 に 停止 し ます 。 

[5j! マ イク ロホ ン の UP キー が DOWN キ ー を 押す 。(] 秒 以上 ) 


※UP で 周波 数 は 高い 方 向 へ 、 ス キャ ン し ます 。 


3 スキ ャ ン 動 作 中 点滅 


[eIUP/DOWN キ ー、 あ る い は PTT ス イッ チ を 押す 。 ス キャ ン 動 作 が 解除 で 
きま す 。 


SSB、CW モ ー ド で スキ ャ ン し た 場合 、 聴 きやすい 周波 数 で スキ ャ ン 停止 する こ 
と は あり ませ ん 。 再 ス ター ト 設定 を 長く と っ て いる 場合 は 、 止 まっ て いる 間 に RIT 
ツマ ミ で 微 調整 で きま す 。 
バン ド 上 限 (下限 ) まで いく と 下限 (上限) に 戻り ます 。 


便利 事項 | 周波 数 ステ ッ プ を バン ド 、 モー ド に 合わ せ て 設定 し まし ょ う 。 た と えば 29MHz/ 
50MHz 帯 の FM モー ド で は 10kHz で ステ ッ プ 、 ま た 、AM 中 波 放送 は dkHz ス テッ 
プ が 便利 で す 。 
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スキ ャ ン の 使い か た 


メモ リー スズ スキャン の し か が た 。 


[IMEMO ス イッ チ を 押し て メモ リー モー ド 。 
[2ISGQL ツ マミ で スケ ル チ レ ベル を 設定 する 。 
スケ ル チ が 開い て いる 状態 で は 1 ステ ッ プ 毎 に 停止 し ます 。 


[3] (グル ー プ スキ ャ ン を する 場合 ) 
MULTI FUNCTION ダイ ヤル で スキ ャ ン し た い グ ルー プ を 選ぶ 。 
00-09 の グル ー プ な ら こ の 中 の 任意 の チャ ン ネ ル で OK で す 。 


4] マイ クロ ホン の UP キー か が か DOWN キ ー を 押す 。(1 秒 以上 ) 


CE の 回 
4 4 人 す 
MEMO | 8 すげ リ 。 


キャ ン 動 作 中 点滅 
[5IUP/DOWN キ ー、 あ る い は PTT ス イッ チ を 押す 。 2 


スキ ャ ン が 解除 で きま す 。 
メモ リー 内 の 最大 (最小 ) メモ リー ナン バー まで 進む と 、 最 小 (最大 ) メモ リー に 
戻り ます 。 登録 され て いな い チ ャ ン ネ ル は スキ ッ プ され ます 。 


スキ ャ ン 停 止 中 、 メ イン ダイ ヤル 、MULTI FUNCTION ダイ ヤル 、RIT ツ マミ 
な ど に よる アク セス は 可能 で す 。 
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スキ ャ ン の 使い か た 


プラ イオ リティ の し か が た 。 
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要 ーー 
」55 


VFO A で 受信 し 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル を 優先 周波 数 に する 場合 


メモ リー モー ド に し て 、 
優先 周波 数 に する メモ リー チャ ン ネ ル を セッ ト 。 


[2ZIVFO モ ー ド に し て 、 
VFO A に 受信 周波 数 を セッ ト 。 


[3ISQL ツ マミ で スケ ル チ レ ベル を 


設定 。 


4FUNC キ ー を 押し て 、SPLIT (PRIO) スイ ッ チ を 押す 。 
VFO A を 5 秒 受信 し て 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル を 約 0.5 秒 (スケ ル チ が 開い て いる と 
き は 2 秒 ) 受信 し ます 。 

FUNG キ ー を 押し て 、SPLIT(PRIO) ス イッ チ を 押し て 、 解 除 。 
また は 、PTT ス イッ チ を 押す 。 


※ ス トッ プン 再 ス ター ト の 条件 は スキ ャ ン と 同じ で す 。 


スプ リッ ト 運 用 の し か た 部 


海外 局 と 交信 する 場合 に よく 使わ れる スプ リッ ト 運 用 は 、 送 信 周 波数 と 受信 周波 数 を 別々 に 設定 し て 行 
う 方 法 で す 。 ま た 、29MHz 帯 レビ ピー ター 運用 も 同様 な 設定 で 行い ます 。 (mwP36) 


受信 周波 数 を 7.870MHz、 送 信 周 波数 を 7.07OMHz に セッ ト す る 場合 
HIVFO B に 送信 周波 数 を セッ ト 。 


SPLIT の 了 回 L 
VFOA 
4 ココ 
ば ョ すし ん もげ 


1 9 4 まま 了 テア る 


[IVEFO ス イッ チ を 切換 え 、VFO A に 受信 周波 数 を セッ ト 。 
[3jSPLIT ス イッ チ を 押す 。 2 


VFOA 
7 すす 
り もげ 


「 大 」 
s* も 7 7 


[通常 の 交信 と 同様 に 交信 し ます 。 
スプ リッ ト の 解除 は も う 一 度 SPLIT ス イッ チ を 押す 。 


司 利 事項 | 受信 中 に FUNC (CHK/SET) キー を 押し 続け ます 。 
押し て いる 間 、 送 信 周 波数 が 受信 で きま す 。 他 の 局 が 送信 し て いる 様子 を 受信 し 
て 、 メ イン ダイ ヤル や MULTI FUNCTION ダイ ヤル で 送信 周波 数 の 微 調整 が 可能 
で す 。 も ちろ ん 、TXIT で 徴 調整 も で きま す 。 


VFO ス イッ チ を 1 秒 以上 押す と 、 表 示 VFO の 内 容 を も やう 一 方 の VFO に 転送 する VFO 
イゴール 機能 が 働き ます 。 スプ リッ ト 設 定 に 便利 な 機能 で す 。 (pSYP68) 
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スプ リッ ト 運 用 の し か た 


クイ ッ ク オ フ セ ッ ト 機 能 を 使え ば 、 ス プリ ッ ト 運 用 の 設定 が スピ ー デ ィ に 行え ます 。 交 信 相 手 局 が 
「20kHz ダ ウン 」 と か 「30kHz ア ッ プ 」 と か 指示 し て くる 場合 や 、 レ ビー ター の よう に オフ セッ ト 周 波 
数 が 決ま っ て いる 場合 に 便利 で す 。 


て に sse_][_cw 1LAwew) 


AGC TUME 


JR6YT の アク セス 設定 を 行う 場合 (送信 29.57OMHz、 受 信 ら 9.670MHz) 
HIVFO A に 28.670MHz を セッ ト 。 
[2IMODE を FM、 さ ら に FUNC 寺 AM/FM ス イッ チ を 押し て トーン を セッ ト 。 


SPLIT DB 回 
VFOA 


[3ISPLIT ス イッ チ を 押し な が ら メ イン ダイ ヤル 又は MULTI FUNCTION 
ダイ ヤル を まわ し ーー0.100.0 を セッ ト 。 


SPLiT 
VrOA 


送信 する と 右 の よう な 表示 に な り ま す 。 


SPLIT Ep 本 


FI 
"om gd5 7 


LIUII 


に 4 


混信 か ら 上 手 に 逃れ る 方 法 還 較 


本 機 に は 、 混 信 を 効果 的 に 除去 する 機能 が 搭載 され て いま す 。 


1. 4IF (デル タ ア イエ フ ) 


2IF は 、 受 信 周 波数 を 変え な いで 、IF フ ィ ル ター の 通過 帯域 を 上 下 に 移動 させ る 機能 で 
す 。 受 信 周 波数 付近 に 混信 信号 が ある 場合 、 コ IF ツマ ミ を まわ し 混信 信号 を 帯域 外 へ 排 
除 し ます 。 


通過 特性 


【 
の 〇 〇 


|F IF 2)F 


時 


9 


@ の の よう な 混信 が ある 場合 は 、 反 時 計 方 向 に IF スイ ッ チ を まわ し ます 。 
@⑧③ の よう な 混信 が ある 場合 は 、 時 計 方 向 に IF スイ ッ チ を まわ し ます 。 


人 |F で 可変 で きる 周波 数 幅 は エ 1 .5kHz で す 。 


4IF は 、AM モ ー ド の ワイ ド と FM モー ド に は 効果 が あり ませ ん 。 


便利 事項 | IF は 、 受 信 音 の 音質 調整 と し て も 使用 で きま す 。 
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混信 か ら 上 手 に 逃れ る 方 法 


どら. ナロー フィ ルター 


本 機 は 、FM モ ー ド を 除く 各 モ ー ド 別に ナロー フィ ルター を 装備 し て いま す 。 そ れ ぞ れ 
が ワイ ド (通常 時 ) フィ ルター の 約 1 プ ら の 各 域 幅 で す の で 、 混 信 を 除去 する の に 効果 
を 発揮 し ます 。 

2IF と 併用 し 、 聞 き や す く 調整 し て くだ さい 。 


0 0 
ワイ ド フ ィ ル ター ナロー フィ ルター 


@ ワ イド フィ ルター 使用 時 に ⑳⑬ の 混信 信号 が ある 場合 、 ナ ロー に する と 
混信 が 除去 で きま す 。 


ナロー に する と 音質 が 変化 し ます 。 


代 フ ィ ル ター 淀 域 幅 (kHZ) 


@FILTER ス イッ チ を 押し て 、 ワ イド 、 ナ ロー を 選 点 。 
ナロー 時 “NART' 点 灯 。 
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混信 か ら 上 手 に 逃れ る 方 法 


3.CW BFO リ バー ス 機 能 


CW モ ー ド は CWU と CWL が 選択 可能 で す 。 
BFO 周 波数 の 上 側 、 下 側 を 切換 える こと に より 、 
妨害 信号 の 影響 を 軽減 で きま す 。 受信 周 波数 が 相 
手 局 の 送信 周波 数 と 同じ と き (ゼロ イン ) は 、 リ 
バー ス し て も 受信 斉 、 送 信 周 波数 は 変わ り ま せん 。 


i< 一 一 一 ふ ! 受信 ピッ チ 


相手 局 の 信号 | CcwU 
混信 信号 ( 0 
受信 ピッ チ ーー 


@ じ W ス イッ チ を 押し て CWU、CWL を 選ぶ 


4.NB (ノイ ズブ ラン カー) 
パリ パリ ……… と いう 車 の イグ ニシ ョ ン ノ イズ な 
ど 、 パ ルス 性 の ノイ ズ を 減少 させ 、 信 号 を 聴き や 
すく し ます 。 


@FUNC キ ー を 押し て RF (NB) スイ ッ チ を 押す 。 
"NB 点灯 。 


5. ATT (アッ テ ネ ー タ ー) 
受信 信号 を 減衰 させ て 、 強 力 な 信号 の 影響 や 混信 を 低減 し ます 。 


@ 昌 ビス イッ チ を 押す 。 
E2Q] 9] 点灯 で ーー 10dB の 減衰 。 
Ez9] 点灯 で 一 20dB の 減衰 。 
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還 軒 便利 な 機能 の 使い か た 


還 TXIT/RIT 機 能 
@RIT は 、 送 信 周 波数 を その ま [RIT ス イッ チ を 押す 。 


まで 受信 周波 数 を 土 1.4kHz 2 人 
の 還 還 人 陣 本 で ざお な RIT っ TXIT/RIT…TXIT っ OFF と 切換 わり ます 。 


僅 TXIT は 、 受 信 周 波数 を その ま [2RIT ツ マミ で 調整 する 。 
まで 送信 周波 数 を 土 1 .4kHz 


の 範囲 で 微 調整 で きま す 。 
便利 事項 
交信 中 、 相 手 局 の 周波 数 が ズレ て き 
た 場合 、RIT 機 能 が 便 利 で す 。 動作 機能 と 可変 周波 数 量 を 表示 。 
TXIT が 不要 な 場合 、RIT 二 OFF に 設定 可能 で す 。 (psyP64) 
TXIT/RIT を ON し た まま 、 メ イン ダイ ヤル な ど で チ ュー ニン グ し た 場 
合 、 送信 周波 数 が 一 致し ませ ん の で 注意 し て くだ さい 。 
田 キ 7 機能 
@TXT/RIT で 可変 し た 周波 数 [IFUNC キ ー を 押す 。 
を 表示 周波 数 に 加算 し ます 。 


[2IRIT ( よ 47) スイ ッ チ を 押す 。 


可変 周波 数 が 表示 周波 数 に 加算 され 、RIT/TXIT 機 能 は 
OFF し ます 。 
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便利 な 機能 の 使い か た 


本 VFD イ コー ル 機 能 


念 VFO A、B の 内 容 を 一 致 さ せ 還 同 一 に し た い 内 容 を 持つ VFO を 表示 させ る 。 
上 


AGC-S 


便利 事項 5 りり 
現在 表示 の 内 容 を 残し た まま 、 LLCLKLAILMM 
さら に 周波 数 を 変え た い 時 や 、 
スプ リッ ト 運 用 の 設定 時 に 便利 
で す 。 [VMFO ス イッ チ を 1 秒 以上 押す 。 


AGC-S 


た すか リル 


tf ss4s07 ぁ MO 40 60 


VFO を 切換 えて 内 容 を 確認 し て みて くだ さい 。 


還 D-LOCK 機 能 (ダイ ヤル ロッ ク ) 


欠 メ イン ダイ ヤル の 操作 を 禁止 [ID-LOCK ス イッ チ を 押す 。 
し ます 。 


展 《②O 〇 O 
モー ビル 運用 な ど 、 振 動 で メイ ンダ CS5 ご め 
イヤ ル に 影響 の ある 場合 に D-LOCK 
機能 が 便利 で す 。 


D-LOCK 中 の チュ ー ニ ング 操作 は 
MULTI FUNCTION ダイ ヤル 、 
TXIT/RIT ス イッ チ で 行え ます 。 


AGC-S 


(7 どなり 


D-LOCK 


1 423 う 4me78 97 


解除 する と き は 、 も う 一 度 D-LOCK ス イッ チ を 押す 。 
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回 当 セッ トモ ー ド に つい て 便利 な 機能 の 使い か た 


次 項 の 64 ペ バー ジ か ら 72 ペ ー ジ まで は 、 セ ッ ト モ ー ド で あら か じ め 設 定 で きる 機能 に つい て 説明 し て い 
ます 。 頻 繁 に 操作 する こと は あり ませ ん が 、 内 容 を 確認 し て か ら 好 み の 設定 を し て お け ば 便利 で す 。 


田 セ ッ ト モ ー ド で 行え る 機能 設定 


介 「XIT 機 能 の 有無 谷 送 信 茜 止 

@USB/LSB 自 動 切 換え 設定 念 MULTI FUNCTION ダイ ヤル 周波 数 ステ ッ プ 
@ け イド トー ン 連 動 受信 ピッ チ 切 換え 切換 え 

代 ブ レー クイ ン 時 定数 切換 え 命 メ モリ ー 保 護 

依 デ ィ マ ー 但 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 周 波数 アク セス 禁止 

人 @ ビ ー プ ・ 代 ス キャ ン 停 止 条件 設定 

象 オー トバ ワー オフ 代 グ ルー プス キャ ン 


象 ス ピー チコ ンプ レッ サー 


還 セ ッ ト モ ー ド の 基本 操作 


し コ 


に し 9 ミ 45 
本 


HIFUNC キ ー を 押す 。 “FUNC" を 点灯 させ 、 さ ら に FUNC キ ー を 押し 続 
ける と "SE" が 点灯 し 、 セ ッ ト モ ー ド に な り ま す 。 


「」 
6E と ど た 
(セッ トモ ー ド 表示 例 ) 


[2 詩 象 キー で 機能 を 選ぶ 。 (wwwP ら 0) 
[3IMULTI FUNCTION ダイ ヤル で 設定 。 
[4IFUNC キ ー を 押し て 、 終 了 。 
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便利 な 機能 の 使い か た 


この ペー ジ か ら 7 ら ページ ま で は セッ トモ ー ド で 設定 で きる 機能 で す 。 


王 『XIT 機 能 の OFF 


送信 周波 数 を 微 調整 で きる TXIT 
機能 。DFF を 設定 する と RIT 機 
能 の み 動作 し ます 。 


※On、OF (OFF) が 選べ ます 。 


※ 初 期 設定 は "On' で す 。 


画 USB/LSB 自 動 切換 え 


バン ド 切 換え と 同時 に 、USB/ 
LSB を 自動 的 に 切換 えま す 。 
OFF 設 定 す る と その 前 に 使用 し 
た SSB モ ー ド が 呼び 出さ れ ま 
す 。 


※On、OF (DFF) が 選べ ます 。 


※ 初 期 設 定 は On' で す 。 


FUNGC キ ー を 押す 。 "FUNC' を 点灯 させ 、 さ ら に 
FUNC キ ー を 押し 続け る と “SE' が 点灯 し 、 セ ッ ト 
モー ド に な り ま す 。 


[2IRIT ス イッ チ を 押し ます 。 . 


TXiT 


TXiY 
ak: 


[4IFUNC キ ー を 押し ます 。 


FUNC キ ー を 押す 。 FUNC" を 点灯 させ 、 さ ら に 
FUNC キ ー を 押し 続け る と “SE' が 点灯 し 、 セ ッ ト 
セ デ ド に な り ま す 。 


[2ISSB ス イッ チ ヂ を 押し ます 。 
は ・ し 


[3IMULTI FUNCTION ダイ ヤル で On/OF を 選び ます 。 


LU・L 
5 と り た 


[4IFUNC キ ー を 押し ます 。 


〇 > 
ト 


便利 な 機能 の 使い か た 


還 け イド トー ン 連 動 受 信 ビ ピッ チ 切 換え 
CW 受 信 ピ ッ チ は サイ ド ト ー ン [IFUNC キ ー を 押す 。 “FUNC”" を 点灯 させ 、 さ ら に 


周波 数 と 連動 し て いま す 。 FUNC キ ー を 押し 続け る と “SE" が 点灯 し 、 セ ッ ト 
モー ド に な り ま す 。 
[2ICW ス イッ チ を 押し ます 。 
ブレ ー ク イン 機能 が 表示 し た ら も う 一 度 CW ス イッ チ を 押 
し ます 。 
ュ と ロ SM 
ノ に す コ づい げ 


[3IMULTI FUNCTION ダイ ヤル で 周波 数 を 選び ます 。 
※650Hz、750Hz、850Hz が 


選択 で きま す 。 ー 
較 
※ 初 期 設 定 は "750Hz′ で す 。 5 と g コ り 
※ サ イド トー ン の 音量 設定 方 法 は 
(WP73) 4IFUNC キ ー を 押し ます 。 
圏 ブ レー クイ ン 時 定数 切換 え “ 
フル ブレ ー ク イン 、 セ ミ ブ レー hiFUNC キ ー を 押す 。 “FUNC" を 点灯 させ 、 さ ら に 
2 人 PE FUNC キ ー を 押し 続け る と “SE' が 点灯 し 、 セ ッ ト 
26 モー ド に な り ま す 。 
[2I 必 W ス イッ チ を 押し ます 。 
サイ ド ト ー ン が 表示 し た ら も う 一 度 CW ス イッ チ を 押し 
ます 。 
※ 設 定 は フル ブレ ー ク イン 、 セ ミ 。 L 遇 
ブレ ー ク イン (オー ト 、 デ ィ レ 5 と 月 とら 


ー タ イム 7 段階 ) か ら 選べ ます 。 


[3IMULTI FUNCTION ダイ ヤル で 希望 の 設定 を 選び ま 
す 。 
※ 初 期 設 定 は キー イン グ ス ピ ー ド 


に 応じ て 時 定数 が 可変 する 
AUTO' で す 。 


[4IFUNC キ ー を 押し ます 。 
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便利 な 機能 の 使い か た 


園 デ ィ マ ー 機 能 
ディ スプ レイ の バッ クラ イト の HiFUNC キ ー を 押す 。 “FUNO" を 点灯 させ 、 さ ら に 
明る さ が 設 定 で きま す 。 FUNC キ ー を 押し 続け る と “SE" が 点灯 し 、 セ ッ ト 
モー ド に な り ま す 。 
12 避 F ス イッ チ を 押し ます 。 
LP の 表示 が 表示 する まで HF ス イッ チ を くり 返し 押し ます 。 
5 と と P 3 

[3IMULTI FUNCTION ダイ ヤル で 希望 の 設定 を 選び ま 

※ 剛 明 0FF と 5 段階 の 明る さか ら す 。 
選べ ます 。 , の 
に すこ と! り と 
※ 初 期 設 定 は 'LP3"、 中 程度 の 明 
る さ で す 。 

[4IFUNC キ ー を 押し ます 。 
園 ビー プ 機 能 
操作 を 電子 音 で 知ら せま す 。 剖 [IFUNC キ ー を 押す 。 "FUNOC" を 点灯 させ 、 さ ら に 
NO FUNC キ ー を 押し 続け る と "SE" が 点灯 し 、 セ ッ ト 

無効 な 場合 は “ブッ 6 

鳴り ます 。 モー ド に な り ま す 。 

[2ZIRF ス イッ チ を 押し ます 。 


DEEP 表 示 ま で 、 く り 返し RF ス イッ チ を 押し ます 。 


※UD0n、OF (OFF) が 選べ ます 。 


※ 初 期 設定 は "On' で す 。 
[4IFUNC キ ー を 押し ます 。 
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便利 な 機能 の 使い か た 


還 オ ー ト バ ワ ー オ ン フ 機 能 


操作 が 連続 1 時 間 な いと 自動 的 
に 電源 が 切れ ます 。 電 源 OFF 直 
前 に アラ ー ム 音 で 知ら せま す 。 


※DOn、OF (OFF) が 選べ ます 。 

※ 初 期 設定 は "OF' で す 。 

英 ス ピー チコ ンプ レッ サー 
トー ク パ ワー を アッ プ す る スピ 


Po AL SSB、 
AM 運用 に 効果 的 で す 。 


※On、OF (OFF) が 選べ ます 。 


※ 初 期 設定 は "OF' です 。 
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FUNC キ ー を 押す 。 "FUNC" を 点灯 させ 、 さ ら に 
FUNC キ ー を 押し 続け る と “SE' が 点灯 し 、 セ ッ ト 
モー ド に な り ま す 。 

[2ZIRF ス イッ チ を 押し ます 。 

APO 表 示 ま で くり 返し RF ス イッ チ を 押し ます 。 


5 と り と た 
APO 


[3IMULTI FUNCTION ダイ ヤル で On/OF を 選び ます 。 


APO 


[4IFUNC キ ー を 押し ます 。 


[FUNC キ ー を 押す 。 "FUNC" を 点灯 させ 、 さ ら に 
FUNC キ ー を 押し 続け る と "SE" が 点灯 し 、 セ ッ ト 
モー ド に な り ま す 。 

IIH/L ス イッ チ を 押し ます 。 


[4IFUNC キ ー を 押し ます 。 


便利 な 機能 の 使い か た 


革 送 信 禁 止 (PDTT ロ ッ ク ) 

本 機 の 送信 機能 を 停止 させ 受信 [IFUNC キ ー を 押す 。 "FUNC" を 点灯 させ 、 さ ら に 
専用 と し て 動作 させ る こと が で FUNC キ ー を 押し 続け る と “SE" が 点灯 し 、 セ ッ ト 
SR 「 モー ド に な り ま す 。 


[2ID-LOCEK ス イッ チ を 押し ます 。 


※On、0F (OFF) が 選べ ます 。 


※ 初 期 設定 は "OF' で す 。 
[4IFUNC キ ー を 押し ます 。 


田 MULTI FUNCTION ダイ ヤル の 周波 数 ステ ッ プ 切換 えーSSB・CW モ ー ド 
VFO モ ー ド で MULTI FUNC- [IIFUNC キ ー を 押す 。 "FUNC”" を 点灯 させ 、 さ ら に 


0 2 he FUNC キ ー を 押し 続け る と “SE" が 点灯 し 、 セ ッ ト 

ド 、 ー ド 別に 設定 で き ei 

SB モー ド に な り ま す 。 

の ッ チ を 押す 。 

MULTI FUNCTION ダイ ヤル 機 Uー し 表示 ま で くり 返し VFO ス イッ チ を 押し ます 。 

能 で (カーソル) 無 点灯 時 の 

MULTI FUNCTION ダ イヤ ル の Ll・ も 
の 品 』 

動作 で す 。 と と 98 


[3IMULTI FUNCTION ダイ ヤル で 希望 の 設定 を 選び ま 
※0.1、0.5、].0、2.5kHz か ら す 


選べ ます 。 HL 
6 と ど 5 


※ 初 期 設 定 は "1.0" kHz で す 。 
[4IFUNC キ ー を 押し ます 。 


便利 な 機能 の 使い か た 


恒 MULTI FUNCTION ダイ ヤル の 周波 数 ステ ッ プ 切換 え 機能 AM モー ド 


VFO モ ー ド で MULTI FUNC- 
TION ダイ ヤル の AM 時 の 周波 
数 ステ ッ プ が 設定 で きま す 。 


時 業 問 還 > カーソル) 無 点 
灯 時 の MULTI FUNCTION ダイ 
ヤル の 動作 で す 。 


※ 10、 ら 5、5.0、9.0、 
10.0kHz か ら 選 べ ま す 。 


※ 初 期 設 定 は “1.0" kHz で す 。 


HIFUNC キ ー を 押す 。 "FUNC" を 点灯 させ 、 さ ら に 
FUNC キ ー を 押し 続け る と "SE" が 点灯 し 、 セ ッ ト 
モー ド に な り ま す 。 

[2IVFDU ス イッ チ を 押す 。 

AM 表示 まで くり 返し VFO ス イッ チ を 押し ます 。 


3IMULTI FUNCTION ダイ ヤル で 希望 の 設定 を 選び ま 


す 。 


[4IFUNC キ ー を 押し ます 。 


画 MULTI FUNCTION ダイ ヤル の 周波 数 ステ ッ プ 切換 え 機能 プ FM モ ー ド 


VFO モ ー ド で MULTI FUNC- 
TION ダイ ヤル の FM 時 の 周波 
数 ステ ッ プ が 設定 で きま す 。 


ママ (カーソル) 無 点 
灯 時 の MULTI FUNCTION ダイ 
ヤル の 動作 で す 。 


※ ら .5、5.0、10.0、1 ら .5kHz か 
ら 選 べ ま す 。 


※ 初 期 設 定 は “2.5" kHz で す 。 
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hIFUNC キ ー を 押す 。 “FUNC" を 点灯 させ 、 さ ら に 
FUNC キ ー を 押し 続け る と “SE' が 点灯 し 、 セ ッ ト 
王 ド に な り ま す 。 

[人 IMFO キ ー を 押し ます 。 

較 計 時 FM 表示 まで くり 返し VFO ス イッ チ を 押し ます 。 
F 帳 
5E ら 5 

[3IMULTE FUNCTION ダイ ヤル で 希望 の 設定 を 選び ま 

0 。 FR 
5E 75 


[4IFUNCG キ ー を 押し ます 。 


便利 な 機能 の 使い か た 


弄 メ モリ ー 保 護 機 能 
メモ リー チャ ン ネ ル の 登録 操作 HIFUNC キ ー を 押す 。 “FUNC”" を 点灯 させ 、 さ ら に 
を 禁止 する 機能 で す 。 FUNC キ ー を 押し 続け る と “SE" が 点灯 し 、 セ ッ ト 
モー ド に な り ま す 。 
[2IMEMO ス イッ チ を 押し ます 。 
Prot 表 示 ま で くり 返し MEMO ス イッ チ を 押し ます 。 


wEwo 5 と りら ロ と 


I3IMULTI FUNCTION ダイ ヤル で On/OF を 選び ます 。 
※On、OF (OFF) が 選べ ます 。 


uo5E 。 と ら と た 


※ 初 期 設定 は "OF' で す 。 


[4IFUNC キ ー を 押し ます 。 


画 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 周 波数 アク セス 禁止 機能 
呼び 出し た メモ リー デー タ の 周 hlIFUNC キ ー を 押す 。 “FUNC" を 点灯 させ 、 さ ら に 


波数 より 一 時 的 に 周波 数 を 変更 FUNC キ ー を 押し 続け る と “SE' が 点灯 し 、 セ ッ ト 
する こと が 出来 ます 。 そ の 変更 


を 禁止 する 機能 で す 。(OFF 時 ) モー ド に な り ま す 。 
RIT モ ー ド 、RF GAIN な どの 一 MEMD ス イッ チ を 押し ます 。 
6 FrE 表示 まで くり 返し MEMO ス イッ チ を 押し ます 。 


BlMULTI FUNCTION ダイ ヤル で On/OF を 選び ます 。 
・※On、OF (OFF) が 選べ ます 。 


wEMo うど た と と た 明 


※ 初 期 設定 は "On' で す 。 
FUNC キ ー を 押し ます 。 
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便利 な 機能 の 后 い か た 


田 ス キャ ン 停 止 柔 件 設定 機能 

IFUNC キ ー を 押す 。 "FUNO" を 点灯 させ 、 さ ら に 
FUNC キ ー を 押し 続け る と "SE" が 点灯 し 、 セ ッ ト 
モー ド に な り ま す 。 

[2 坦 PLIT ス イッ チ を 押し ます 。 
SCAN 表 示 ま で くり 返し SPLIT スイ ッ チ を 押し ます 。 


スキ ャ ン の 停止 条件 を 設定 で き 
ます 。 


※ 設 定 は 

氏 り F ン BUSY で 停止 、 ス キャ 
ン OFF 

@00 BUSY で 停止 、BUSY 
解除 で 再 ス ター ト 

旬 0/BUSY で も 人 委 止 し な い 

人 @ 2 /BUSY で 停止 、 ら 秒 後 再 
スタ ー ト 

人 @ 4 BUSY で 停止 、4 秒 後 再 
2 

@ 6 /BUSY で 停止 、 秒 後 再 
As ド 

か ら 選 べ ま す 。 


※ 初 期 設 定 は "の" で す 。 


田 グ ルー プス キャ ン 機 能 


メモ リー スキ ャ ン 時 に 、 メ モリ 
ー チ ャ ン ネ ル 10 個 を 1 グル ー プ 
と し て 、 グ ルー プ 内 の 10 チ ャ 
ン ネ ル だ け を スキ ャ ン し ます 。 
(mwP54) 


※On、OF (OFF) が 選べ ます 。 


※ 初 期 設定 は “OF' で す 。 
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す 。 


4IFUNC キ ー を 押し ます 。 


HiFUNC キ ー を 押す 。 "FUNC" を 点灯 させ 、 さ ら に 
FUNC キ ー を 押し 続け る と "SE" が 点灯 し 、 セ ッ ト 
= デ ド に な り ま す 。 


[ISPLIT ス イッ チ を 押す 。 
roP ま で くり 返し SPLIT スイ ッ チ を 押す 。 
5E ヨー ログ の gg 
[3IMULTIE FUNCTION ダイ ヤル で On/OF を 選び ます 。 


5E =g グ の ga 


[4IFUNC キ ー を 押し ます 。 


調整 と リセ ッ ト 導 


本 機 は 厳重 な 管理 の も と 、 工 場 出 荷 時 に 調整 され て いま す 。 調整 を 行う 際 に は 、 目 的 以外 の 半 固 定 ボリ 
ュー ム や コイ ル 、 ト リマ ー な ど に 触れ な いよ う 注 意 し て くだ さい 。 


以下 の 作業 は ケー ス を 外し て 行っ て くだ さい 。 


① サ イド トー ン の 音量 調整 ③100W プ 50W 出 力 切 換え 
(〈② マ イク ゲイ ン の 調整 ④ 人 外部 リレー 出力 端子 動作 設定 


還 上 下 ケ ー ス の 取外し と 取付 け 方 法 
『 


ー ミ イン バト 、 


倫 下 側 ケ ー ス 


ケー ス を 取外す 場合 は 、 必 ず 電 源 を OFF に し て 、DC コ ー ド を 抜い て くだ さい 。 
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調整 と リセ ッ ト 


上 ケー ス 側 


① サ イド トー ン の 音量 調整 局 計 
時 計 方 向 で 大 きく 、 反 時 計 方 向 で 小さ く な り ま す 。 


② マ イク ゲイ ン の 調整 XK 
@SSE 送 信 時 TX ラン プ が 音 
うに 調整 し ます 。 
時 計 方 向 で 大 きく 、 反 時 計 方 向 で 小さ く な り ま す 。 


時 に よっ て 変化 する よ 


田内 部 周波 数 較正 方 法 

人 @PLL コ ニッ ト が 見 える 状態 に カバ ー を 外す 。 

@JJY、WWV プ WWVH の 5、10、1 SMHz の いづ 
れ か の 標準 電波 を 受信 し て 較正 し ます 。 

価 SET モ ー ド に て 、CW ピ ッ チ 750Hz、PTT.L 
ON に する 

登 じ ツモ ー ド (CWU or CWL) で 標準 電波 を 受信 。 
表示 周波 数 を ぴっ た り の 周波 数 に 合わ せる た め 
MULTI FUNCTION ダイ ヤル で 5.0000、 
10.0000、15.0000 等 に 合わ せる 。 

佑 JJY 等 を 受信 する と 約 750Hz の ビー ト 音 が 聞 
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④ 外 部 リレー 出力 端子 勤 作 設定 


@ リ ニア アン プ を 反 続 する 。 。 と うち ぇ ニニ 
際 に 行っ て くだ さい 。 全 ここ 
⑧ 内 部 周波 数 寺 正 。 
TC701 


こえ る 、 受信 で き な い 時 は 、 標 準 電 波 の 周波 数 を 
変え る 。 

@ じ CW の KEY DOWN す る と 、 サ イド トー ン の 
750Hz が 聞こ える 。 

人 前 記 の JJY の 受信 ビー ト 音 と サイ ド ト ー ン の 音 
が 重なっ て ダブ ルビ ピー ト 音 が 聞こ え 、 う な り を 
生じ る 。 

@ グ ブル ビー ト の うな り の 周期 が で きる だ け 長 く 
な る 様 、PLL ユ ニッ ト (TC701 ) を 調整 する 。 

僅 P「「、 し を 解除 、CW ピ ッ チ を 元 に 戻す 。 


調整 と り セ ッ ト の し か た 


較 リセ ッ ト の し か た 


@ 全 て の 初期 化 還 

[HIFUNC キ ー を 押し な が ら 
POWER ON。 

代 メ モリ ー 内 容 の 初期 化 回 

HilMEMO ス イッ チ を 押し 


な が ら POWER ON。 


全 メ モリ ー デ ー タ を 保護 し て 、 呈 
その 他 を 初期 化 

[IMVFO ス イッ チ を 押し な が 
ら POWER ON。 


セッ トモ ー ド の 設定 初期 化 則 
[ISPLIT ス イッ チ を 押し な 
が ら POWER ON。 


田 メ イン ダイ ヤル の トル ク ( 重 さ ) の 調整 


介 メイ ンダ イヤ ル を 回 転 さ せる 
と き の ト ルク ( 軍 さ ) を 調整 
で きま す 。 メ イン ダイ ヤル ブ 
レー キネ ジ を 時 計 方 向 に まわ で 軽く な る 


す と 軽く な り 、 逆 に まわ す と 
重く な り ます 。 ^、 
重く な る 
7 


4 


国 畔 オプ ショ ン に つい て 


代り X-Z06G/H/S 専 用 アン テ ナ チ ュー ナー 


EDX- 1 
念 DC 安定 化 電源 @DC 安 定 化 電源 念 DC 安 定 化 電源 
DM-107M (DX-70S 対 応 ) DM-250MV DM-240MV 


@ フ ロン ト セ パレ ー ト キッ ト @MIC 中 継 コ ー ド @ セ バレ ー ト 用 アン グル 
EDS-4 (1.5m) EDS- ら 5 EBC-8 
EDS-6 (4.5m) 


(の 
《 の 、 の 
ひざ * の 
- Ne < の 
27 ノリ) 
"7((((((U い * 


欠 モ ー ビ ル ブラ ケッ ト 参 SOMHz 帯 HF パ ワー アン プ 
EBC-9 EL-Q6H 
/| (DX-70H、DX-70S の み に 対 応 ) 
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アン テ ナ チ ュー ナー の 使用 例 画 


琴 EDX-1 の 接続 


アン テ ナ 同 軸 ケ ー ブ ル 


ーOGo タ テー ブル ED ロ -37( 別 売 ) 


付属 の M-M ケ ー ブ ル 付属 の ロロ コ ー ド 


トラ ン シ ー バ パー 用 け 〇 コー ド 


較 EL-06H の 接続 
※DX-70G に は 接続 し な いで 下さ ざい 。 


し 用 1 5oM 帯 の アン テ ナ ヘ へ 


付属 の M-M 
同 納 ケ ー ブ ル 


EL-0GH の 電源 中 継 コ ネクター は 使用 で きま せん 。 
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他社 製 外 部 アン テ ネ チ ュー ナー の 使用 例 


ケン ウッ ド AT-50 の 使用 例 


ーーーー ニ ーー TPHDUT ICEeeen| いな 
199 中 5 ーー 
Ge@ ri 6 MS 


ケン ウッ ド AT-300 の 使用 例 


お ょ う ナ ッ ト を 回 す と ほ は 
で の 弄 分 を お さえ で 生 っ て 
くだ さい 


アイ コム AH-3 の 使用 例 


ニー 
株 赤 款 


[oooc9| 


その 他 の アン テ ナ チ ュー ナー を 使用 の 場合 は 、 そ の チュ ー ナ ー の 取扱 説明 書 を 参照 下さ い 。 
7/ 


故障 と 考え る 前 に 回 還 


次 の よう な 場合 、 故 障 で は あり ませ ん の で も う 一 度 表 に 従っ て 処置 し て くだ さい 。 
万 一 、 故 障 が 生 じ た と き は 、 弊 社 サ ービス 係 ま で ご 相談 くだ さい 。 


e 起源 が 入ら な い 。 


e 吉 源 を 入れ て も 正 
常 に 表示 し な い 。 


* スピ ー カ ー か が ら 音 が 
で な い 。 


e 強力 な 信号 し か 受信 
で き な い 。 


1. 電源 コネ クタ と DC 電源 コー ド が 完 


全 に 差し 込ま れ て いな い \。 
. ヒュ ー ズ が 切れ て いる 。 
、 起源 逆 接続 。 


. DC 安定 化 電源 の スイ ッ チ が ON に 
な っ て いな い )。 


・ 電源 電圧 が 低い 。 


. AF ツマ ミ が 絞ら れ て いる 。 
. マイ クロ ホン の PTT が 送信 状態 に 
な っ て いる 。 


. 吉 鍵 (キー) が 送信 状態 に な っ て 
いる 。 


4. 外部 スピ ー カ ー の 接続 コー ド が シ 
ョ ー ト ある い は 断線 し て いる 。 
. SPEAKER 端子 に ヘッ ド ホ ン か が イ 
・ ヤ ホ ン が 接続 され て いる 。 
. SQL の レベ ル が 大 ぎく 設定 し て あ 
る 。 
. SQL が 動作 し て いる 。 
.ATT が 動作 し て いる 。 
. アンテナ の 不良 、 あ る い は ショ ー 
ト ・ 断 線 。 
. アン テ ナ が 受信 バン ド に 適合 し て 
いな い 。 


1. 接続 を 完全 に する 。 


ら . 原因 を 対策 し 、 失 種 に 適し た ヒュ ー 
ズ を 交換 する 。 
.・ 十 、 一 を 正常 に し て ヒュ ー ズ を 交換 
する 。 
- スイ ッ チ を 入れ る 。 


. 本 機 の 動作 電圧 DC13.8V 土 15% 
(11. フ ー15.8V) の 範囲 に 電圧 を 
調整 する 。 

. AF ツマ ミ を まわ し て 音量 を 調整 する 。 

.PTT を 受信 状態 に する 。 


・ 明 鍵 を 受信 状態 に する 。 ま た 接続 
端子 に ショ ー ト し て いる 箇所 が な 
いか 点 横 する 。 

・ 接続 コー ド を 点検 する 。 


・ ヘ ッ ド ホン 、 イ ヤ ホ ン を は ず す 。 


・SQL ツ マミ を 反 時 計 方 向 に まわ し 
て 、 ス ケル チ を オー プン に する 。 

・SQL ツ マミ を 反 時 計 方 向 に まわ す 。 

. RF キー を 押し て ATT を 解除 する 。 

・ ア ン テ ナ や 同軸 ケー ブル を 点検 す 
る 。 特 に コネ クタ 部 分 を 確認 する 。 

. 受信 し て いる バン ド に 適合 し た ア 
ン テ ナ を 接続 する 。 
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故障 と 考え る 前 に 


e 受信 し た 信号 が 正 し | 1. モー ド の 設定 が 不適 当 。 ]. モ ー ド スイ ッ チ を 押し 、 受 信 モ ー 
く 復調 で き な い 。 ド を 合わ せま す 。 (ps ぎら ら ) 
ら . 受信 帯域 が 不適 当 。 6. IF を 回 し 、 復 調 で きる 位置 に 合 
わせ る 。(mswP58) 
eFILTER SW で 、 適 当 な 帯域 幅 に 
合わ せま す 。 (ssWP59) 
* メイ ンダ イヤ ル を ま | 1. ダイ ヤル ロッ ク さ れ て いま す 。 1].D-LOCK ス イッ チ を 押し て ダイ ヤ 


わし て も 周波 数 が 変 ル ロ ッ ク を 解除 する 。 (gwWP6 ら ) 
わら な い 。 


es バン ドス キャ ン が 動 | 1. 〒 (カー ソル ) が どこ か の 位置 に | 1.MF SEL で (カーソル) を 消す 。 
作 し な い 。 点灯 し て いる 。 
e メモ リー チャ ン ネ ル | 1. メモ リー チャ ン ネ ル に 登録 ざさ れ て | 1. メモ リー チャ ン ネ ル に デー タ を 登 
」 に 切換 わら な い 。 いな い 。 録 し て 下さ い 。 (mWP44-P47) 
e メモ リー スキ ャ ン が | 1. メモ リー チャ ン ネ ル に デー タ が 記 | 1. メモ リー チャ ン ネ ル に デー タ を 登 
動作 し な い 。 憶 さ れ て いな い 。 録 し て 下さ い 。(m 補 P44ーP47) 


* メモ リー チャ ン ネ ル | 1. メモ リー 保護 機能 が 動作 し て いま | ]. メモ リー 保護 を 解除 し ます 。 


に デー タ が 記憶 で き (mWP70) 
な い 。 


e メモ リー 周波 数 の 可 I 1. メモ リー チャ ン ネ ル 周 波数 アク セ | ]. アク セス 禁止 を 解除 し ます 。 
較 二 
e 送信 で き な い 。 送信 | 1. マイ クロ ホン 、 電 鍵 の 接続 が 不 完全 。 | ]. 接続 を 点検 する 。 
出力 が 少な い 。 ら . アン テ ナ の 接続 不良 。 ら 6. アン デ ナ コ ネ ク タ の 接続 を 確か め る 。 
3. アン テ ナ の 整合 が と れ て いま せん 。| 3. アン テ ナ を 調整 する 。 運用 バン ド 
に 適合 し た アン テ ナ を 接続 する 。 
4. マイ ク の 出力 レベ ル が 低い 。14. マイ ク ゲ イン を 調整 し 、 ゲ イン を 
(SSB 時 ) 上 げ ま す 。 (m 補 P73) 
5. 送信 禁止 (PTT ロ ッ ク ) 機能 が 動 | 5. セッ トモ ー ド で PTT ロ ッ ク を 解除 
作 し て いま す 。 し ます 。 (WWP68) 
6. アマ チュ アバ ンド 帯 以外 で 送信 し | 6. 周波 数 を アマ チュ アバ ンド に 合 
て いま す 。 せま す 。 

w 正常 に 受信 で き 、 電 | 1.SPLIT が ON に な っ て いま す 。 1.SPLIT を 解除 し ます 。(ss*P56) 
波 も 出 て いる が 交信 | 2. RIT/TXIT が ON に な っ て いま す 。 | 2. RIT/TXIT を 解除 し ます 。(msyPG 1) 
で き ぎ な い 、。 

* リニア アン プ が 動作 | ]. 外部 リレー 端子 が 動作 し て いま せ | ]. 内 部 ジャ ン パ ー 線 を カッ ト し ます 。 
し な い 。 (m 補 P73) 

ら . ALC の 設定 レベ ル が 適切 で は あり | ら 6. リ ニア アン プ の ALC 量 の 設定 を 行 
いま す 。 
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お 手入れ の し か た 回 置 


急 前 面 パ ネル 、 ケ ー ス な ど が 汚れ た 場合 、 シ リコ 
ンク ロス また は 柔らか い 布 で か ら 点 ぎし て くだ 
さい 。 


は 意 事 項 
シン ナー、 ベ ンジ ン 、 ア ルコ ー ル な ど を 使用 し な い 
で くだ さい 。 変色 し た り 、 変 形 す る 場合 が あり ます 。 


汚れ の ひど ご いと き ぎ は 、 水 で 薄め た 中 性 洗剤 を ご 使用 
くだ さい 。 


運用 場所 と 電波 障害 に つい て 加計 


信連 用 場所 に つい て の 注意 代 電 波 障 害 に つい て 


アマ チュ アバ ンド の 近く に は 、 多 く の 業 務 用 無 
線 局 の 周波 数 が あり 運用 され て いま す 。 こ れ ら 
の 無線 局 の 近く で 運用 する と 、 ア マチ ュ ア 無線 
局 が 電波 法令 を 満足 し て いて も 、 不 測 の 電波 障 
害 が 発生 する こと が あり ます 。 次 の 場所 で の 移 
動 運用 は 原則 と し て 行わ な いよ うに し まし ょ 
う 。① 航 空 機内 の 空港 敷地 内 ③ 新 幹線 車両 内 ④ 
業務 用 無線 局 お よび それ ら の 中 継 局 周辺 ⑤ 病 院 


本 機 は 電波 法令 を 十分 に 満 定 し た 企 の 高い 電波 
の 発射 を 実現 し て いま す 。 万 が 一 、 運 用 中 朝 波 
障害 が 発生 し た 場合 は 、 た だ ち に 運用 を 中 止 し 
て 、 自 局 の 電波 が 原因 で ある が 確か め 、 適 切な 
対策 を 講じ て くだ さい 。 日 本 アマ チュ ア 無 線 連 
盟 (JARL) で は 、 対 策 と 障害 防止 の 相談 を 受 
け て お り ま す の で 、JARHL 事務 局 に 申し 出 ら れ 
る と 良い 結果 が 得 ら れる と 思い ます 。 


アフ ター サー ビス に つい て 』 


・ 保証 書 一 保証 書 に は 必ず 所 定 事項 (ご 購入 店 名 、 3. 保証 期間 経過 後 の 修理 に つい て は 、 お 買上 げ 
ご 購入 日 ) の 記入 及び 記載 内 容 を お 寂 か め の 上 、 の 販売 店 また は 弊社 サー ビス 窓口 に ご 相談 く 
大 切 に 保存 し て くだ さい 。 だ さい 。 修理 に よっ て 機能 が 維持 で きる 場合 

は 、 お 客 様 の 要望 に より 有料 で 修理 致し ます 。 


ーー 


ら . 保証 期間 一 お 買上 げ の 日 より 1 年 間 で す 。 正常 
な ご 使用 状態 で 、 こ の 期間 に 万 一 故障 が 生じ た 場 4. アフ ター サー ビス に つい て 、 ご 不明 な 点 は お 
合 は 、 お 手数 で す が 製 品 に 保証 書 を 添え て 、 お 買 買上 げ の 販売 店 また は 弊社 サー ビス 窓口 に ご 
上 げ の 販売 店 また は 弊社 サー ビス 窓口 に ご 相 談 く 相談 くだ さい 。 
だ さい 。 保 証書 の 規定 に 従っ て 修理 いた し ます 。 
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鞭 軒 バン ド 使 用 区 分 に つい て ~ 


平成 4 年 5 月 4 日 付け 郵政 省 告 第 316 号 に よっ て 、 バ ンド 内 の 使用 区 分 が 定め られ まし た 。 
この ルー ル に 従っ て 運用 し て くだ さい 。 


9 の MM 末 3.5M: 3.8M 打 
1.9075 1.9125 3.500 3.520 らら ら 5 3.530 3.575 3.747 9.754 3.781 3.B05 
テー タ | AM ノ 画 所 
配 光 Cc | | 室 | [eeel 
ik、 YS sm 
非常 通信 周波 数 ( 土 5kHz) 
の M 如 z 707Hz 
7.00G 7.025 7.030 7.040Q 7.1O0 10.1C0 10.140 10.15O 
9 ン [AM ン 休 人 


ご | 


非常 通信 周波 数 ( 土 5KHZ) 
注 . 030MHz か ら 7.040MHz ま で の 周波 致 は 、 外 国 の アマ チュ ア 届 と の F 編 波 に よる デー タ 伝 送 に も 使用 する こと が で ぎる 。 


747 78M 如 2 
14.000 14.07O 14.1O0 14.118 14.225 14.235 14.350 18.06B 18.iOD 18.110 1B.168 
| ダーーー AM 電話 LAM/ 男 包 | | AM ン 電 話 


非常 通信 周波 数 ( 土 〕OkHz) 
注 14.100MHz の 周波 数 は 、JARL の アマ チュ ア 局 (JASIGY) の CW に よる 社 訟 作 号 の 送信 を 行う 場合 に 恨 る 。 


27M ガ Z 24Mz 
21.000 @1.070 ら 1.125 21.15O らら].2QO0 21.330 21.350 ら 1.45O ら 24.880 24.82Q0 24.930 24.98G 
AM ノン 画 涼 | al 
芝 通信 周波数 ( 土 1OKHz) 
28M 刀 2 
88.000 28.070 2B.150 28.20O 28.870 28.800 2.Q00 28.300 29.510 eS.590 29.510 89.700 


AM 介 は AM 電信 FM ノ 想 店 ・ 電 人 世 


デー タ ・ 銀 


非常 通信 周波 数 ( 士 1OkHz) 
注 . 29.000MHz か ら 29.800MHz ま で の 周波 難 は 、 外 国 の アマ チュ ア 局 と の AM・SSB・AM 系 電話 お よび CW に よる 通信 に 使用 する こと が で ぎる 。 


50M 胡 2 
5oo00 50.1oQ 50.goo 51.00Q 51.500 52.000 5e.500 5e.7oO 54.000 
AM 
非常 記 信 周波 数 呼出 周波 数 非常 通信 周波 数 
非負 通信 周波 数 
注 . 50.01OMHz の 周波 数 は JARL の アマ チュ ア 選 (JASIGY) の CW に よる 皇 衣 才 号 の : AB は 、 抑圧 所 送 没 仙波 帯 の 舞 衣 電話 の 電 芝 と する 。 


注 1 
送信 を 行う 場合 に 限る 。 注 2 : AP 及び FG は 、 モ ー ル ス 近 弧 電信 に よる 通信 に 使用 する 電波 と する 。 
注 . 人 外国 の アマ チュ ア 局 と の F ] 電流 注 8 :21.450kHzE 下 の 周波 数 を 合用 電波 の 占有 周波 数 辻 幅 は 、3kHz 以 下 と する 。 
に よる デー タ 倒 送 に も 使用 する こと が で ざる 。 注 4 : A5J は 、 主 提 送 波 を 姿 同 し た 副 二 送 波 で 振 四 変 詞 (抑圧 拓 送 波 単 測 波 台 の 場 
ポイ ドナ 合 に 限る ) し て テレ ビジ ョ ン 伝 送 を 行う FB に 駿 当 し な い 四 流 と する 。 た だ し 、 
占有 周波 数 帯 幅 は 、3kHz 以 下 と する 。 


注 5 : AP (2BMHzDL 上 の 周波 数 を 例 用 する 場合 に 限る )、F} 及び F2 は 、 デ ー タ 伝 
伝送 情報 及び 用 途 等 】 アマ チュ ア 業 務 に 使用 する 時 流 の 型式 送 ( 擬 振 に よっ て 、 処 理 さ れる 情報 又は 処理 され た 情報 の 伝達 ) を 行う 電波 と 


する 。 
CW AI CO PE Cr 
が |23xawudewrzsuesg ae 人 ーーー 
AM ノン デー タ ・ 画 父 | A ( 注 ) A4 ( 注 3) A5J ( 注 2) A9 (FAX) A9C RF と する 
_ (FAX 注 3) F1 ( ほ 5) F4 ( ほ ま 96) F5 (まほ 3. の 注 7 : F5 は 、 主 近 送 波 を 財 数 容 岡 し て 弄 際 送 波 で 振 編 変 財 (抑圧 穫 送 単 測 波 馬 の 
FM 電話 ・ 電 信 。 | F2 ( ま 2)F3 場合 に 限る お ) し て テレ ビジ ョ ン 丘 送 を 行う 電波 で 、 変 調 信号 の 癌 塚 細 は 3KHz 
FM ノ デ ー タ ・ 画 父 | F2 ( 注 S) F4 ( 注 6) F5 ( 注 8) F9 (AX) 以下 と する 。 
御 星 ( 注 10) A1 A3A・A3H・A3J (SSB) F1 ( 注 S) F2 ( 注 5) 注 8 : FS は 、 テレ ビジ ョ ン 伝 送 を 行う 電波 で 、 変 調 信号 の 吉 域 幅 は 3KHZ 下 と する 。 
レビ ー タ ( 注 .11) | F2 F3 F4 ( 注 9) F5 ( き は 8) F9 (FAX%) 注 9 :F4 は 、 主 迷 送 波 を 直接 に 又は 周波 数 族 同 し た 誠 旨 送 汰 で 周波 数 変調 し て ファ 
全 還流 弄 式 ( 注 12) | Al A2 A3 A3A A3H A3J A4 A5 ASC A5J クシ ミ り 伝送 を 行う 直 波 で 変調 信号 の 融 域 幅 は 3kHzX 下 と する 。 
Ag AGC 注 10 : 衛星 は 、 衛 時 通信 に 使用 する 吹 波 を いう 。 
Fl F2 F3 F4 F5 F9 注 11 : レビ ー タ は 、 社 団 法人 日 本 アマ チュ ア 押 連盟 (JAHL) の アマ チュ ア 業 務 の 
PO P】 PeD PeE P2F P3D P3E PF P9 中 科 用 無 局 (レビ ー タ 局 ) と の 通 志 に 使用 する 旦 波 を いう 。 


注 18 : 全 躍 波 型 式 は 、 各 アマ チュ ア 局 に 指定 され る すべ て の 墨 波 型式 と する 。 
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及び 工事 設計 書 」 と 「 ア マチ ュ ア 局 の 無線 設備 の 技 本 体面 に 貼り 付け て ある 技術 和 適 合 証明 
基準 適 合 証 明 書 (開局 の 場合 ) また は [技術 時 

后 証明 発行 原 変更 取替え 及び 増設 "の 場 。  、_ 、| KH2Z14 
合 ) に 技術 基準 適合 恨 明 番号 を 記入 すれ ば 、 [無線 


局 事項 書 及 び 工 事 設計 書 の 一 部 分 」 と 「 送 信 機 系 統 技術 基準 適合 証明 JARD 
図 」 の 記入 を 省略 で きま す 。 の 
また 、 他 の “技術 基準 適合 機 で は な い 無 線 設備 DX-70H ト D 0 り 0 
と と も に 保証 認定 で 免許 申請 を 行う 場合 で も 、 本 の 場合 適合 細 JARD 
機 に 関し て は 技術 基準 適合 証明 番号 を 記入 する だ 
け で 、「 無 線 局 事項 書 及 び 工 事 設計 書 の 一 部 ] と 「 送 px-70S | 叶 KH155 
信 機 系 統 図 」 の 記入 を 省略 する こと が で きま す 。 の 場合 O0000 
技術 基準 適合 証明 JARD 
技術 基準 適合 証明 で 申請 する 場合 「 技 術 基準 適合 証明 ラベ ル 」 の 一 例 
く 技 適 証明 発行 願 > く 無線 局 事項 及び 工事 設計 書 ( 衰 面 )> 


希望 する 周波 数 の 男 囲 、 空 中 線 才 力 、 電 波 の 型式 


ーーーー コ ー ト ーーーー エ サーーーーーーーーーーーー ニ ーーー 一 


| A1、A3J、AS ※4 


注 ) DXX70G、DX-70H で 、50W に て 技術 基準 


適合 証明 で 申請 は 出来 ませ ん 。 
指定 の 方 法 で 、50W 仕 様 に 変更 し 、 保 証 認定 
に て 申請 し て 下さ い 。 


※] 本 機 「 技 適 証明 ラベ ル 」 の 番号 を 記入 し て くだ さい 。 

※ の 第 2 級 ア マチ ュ ア 無線 技士 以上 の 資格 を お 持ち で DX-70G/DX-70H で 申請 する 場合 "100' と 記入 
し て くだ さい 。 
DX-708 で 申請 する 場合 は "10" と 記入 し て くだ さい 。 

※3 DX-7OH/DX-708 で 申請 する 場合 は "10" と 記入 し て くだ さい 。 

※4 第 4 級 ア マチ ュ ア 無線 技士 の 方 は 1.9MHz 帯 、4.63MHz 帯 、10MHz 帯 、1 4MHz 帯 、18Hz 帯 な ら び 
に A1 は 記入 し な いで くだ さい 。 

※5 第 3 級 ア マチ ュ ア 無線 技士 の 方 は 1 OMHz 帯 、14MHz 帯 は 記入 し な いで くだ さい 。 

※6 使用 する 空中 線 の 型式 を 記入 し て くだ さい 。 

※7 「 周 波数 測定 装置 」 の と ころ は 「A 有 」 に 〇 を 付け 、( 誤 差 0.025% 以 内 ) と 記入 し て くだ さい 。 

※8 DX-70G で 申請 する 場合 の み "100" と 記入 し て くだ さい 。 
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付加 装置 を つけ て 申請 する 場合 


人 付加 装置 を つけ た 場合 は 、 保 証 認 定 を 受け て 申請 し て くだ さい 。 
「 ア マチ ュ ユア 局 の 無線 設備 の 保証 認定 願 『 ど . 送信 装置 6] に 本 機 の 技術 適合 証明 番号 を 記入 し て くだ さい 。 


(の D づ け ) 


念 裏面 の 「5. 送信 機 の 付属 装置 』」 に は 、 使 用 する 装置 の 諸 元 を 確認 し て 、「 名 称 」「 方 式 、 規 格 ] を 記入 
し て くだ さい 。 


(記入 例 ) 
5. 送信 機 の 付属 装置 


AFSK 方 式 、 通 信 速 度 300 ボ ー お よび ば 18200 ボー、 副 質 送 波 周 波 至 6 の 10Hz { 送信 機 の 番号 を 記入 し て くだ 
また は 1700Hz、 周 波数 偏 移 土 10OHz、 ま た は 土 500Hz、 符 号 構成 AX.B5 | さい 。 
プロ トロ ル 準 拠 ( 例 第 1) 


免 「 無 線 局 事項 書 及 び 工 事 設計 書 」 裏面 の 「21 希望 する 周波 数 範囲 、 空 中 線 電力 、 赴 波 の 型式 」「22 工 
事 設計 ] の 該当 欄 に は 下記 を 参考 に 記入 し て くだ さい 。 例 は パケ ッ ト 、RTTY で (F1) (F ら ) 


DX-70G で 申請 する 場合 DX-70H で 申請 する 場合 DX-70S で 申請 する 場合 


希望 する 周波 数 の 範 獲 、 補 中 辻 電力 、 電 波 の 型式 | 需 望 する 周波 数 の 節 囲 、 空 中 束 電 力 、 電 邊 の 型式 希望 する 周到 数 の 男 囲 、 空 中 綴 電 力 、 電 波 の 型式 


・FA1、A3J、AS 【F1) 
A1、A3J、A3 (F1) 


1 A1、 ASJ、A ヨ (FJ) 


二 BA を 4 
T・ A1、A3J、A3 (F1) 


-]A1、 A3J. A3 F1) ! 
.| A1、A3J、AS、F3 (F1) 5) B 
-| Ai、A3J、A3、F3(F1}) FE2) 


-| A1、A3J、A3、F3 F1) (F) 


.| A1、A3J、A3、F3(F1) (F2) !) 


変 下 の 種別 | 取 替 増設 撤去 変更 
人 
1.8MHz 


-| Al、A3J.A3.F3 (F1) (F2) 『) 
' キ ゴーー. 上 


第 ] 送 信 潮 


| 守 更 の 柱 別 | 取得 第 委 球 


技術 半周 合計 明 般 号 S 品 に 失地 提 財 合 本 号 ) 


取 府 増設 撤去 人 更 
技術 基 失 週 合 且 胃 箇 号 月 羽 で 接 5 各 江 週 合 利 号 」 


平 稀 変 山 (A3J) 
抵 電 力 変 伺 (A3) 
リア クタ ンス 変 賠 (F3) 


ゎ | iow | 


平 稚 衣 環 (ASJ) 
秋 台 の 方 式 低 電 力 変 調 〔A3) 
リア クタ ンス 変調 F3) 


定格 出力 OOWC1QWSQ0MHz 帯 ) 
HF 電 2SC2804X ら 
wa 
ma ま ] ss 


送信 空中 昌 の 
その 他 の 工 一 


平 箇 発 調 (A3J) 
変 周 の 方 式 健 力 衣 培 (AS) 

リア クタ ンス 変調 (F3) 
EEE 
質 


革 生 | ismv | 


※( ) は 1.9MHz 帯 、4.63MHz 帯 、10MHz 帯 を 除い て FAX (F4)、SSTV (F5) も 申請 で きま す 。 
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式 
時 | 電波 法 第 は 二 に 規定 する 条件 に 合致 し 


型 
電波 法 第 3 専 に 現 定 する 条 電 に 合致 し 設 


系 統 図 環 


送 


昧 居 測 


ZHAGZ 1B-0BZ 


婦 I910 | 4HWGZUOI に BZ 
MA 


X t4 
ee ゴ d ] 四 992HBNW igZ6I9S2 
剤 絆 げ 軍 時 げ 宣 | | 基 肌 げ 守 


ント 


2HNDG-0G 旬 MOE<HI 
ビエ イザ 症 に デマ 4 


IgAS1 
0162Sg 


180b982 6ICPI2N 
ET[ 6 OL 


zHWZDI 


2HWGZGei<G/181 7 


HMSEIOI<05/ 


NOEI> 
dd 1 


ー と 0 と 


昌 | | 時 WE 代 1Wpo-a| し 芝 | W2ZIiZ 


LTAT4 


ー@ ル と 
ME:242 


し 二 leIXS6 


光 | 昌 | 


90Z-X ロ 


40MNBG A 
180KMS2 od HG6g 6 財 
章 理 半 ※ HG9ZB6 BS 


BSS 2 SS 
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ex 
CREOSg 
ゴ d] 


2HOE~ 『 OZWW 
HO6~5I WW Ja ュ 


4 ] 


4 
そく 


2HWG、09 | YWPO が MM 
は 2 ] 


の 


2HMGZG6[ 


2HWZOI 


^9Z/ig17 


いり 414 
ー@ 和 ルリ と 


に 24172 


HOZ-X ロ 


180 婦 SZ 
EE 1 


BSSMMI と る 


し と と 


! 


」2VsdB6 9 


(600962 59/96 GS 
吾 較 | 


Ble 晴 絢 


ei| 
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送信 系 統 較 


I8079SZ | | elcgiow | | oosg 1 [ZIaAS1 
OleySg ト -| 』 d 1 
Ei 1 1 1 組 笠 剛 目 
g80E2S2 06EOHZOA WeIOZBEW 民 ゆ 90H 
盾 志紀 | 11d nd9 
42pyyg | 1 MOI 8069S2 I807OSg | 呈 
ヨゴ ー タ プル テ と 
| 間 る 6 と 前 0 | 前 | NE 


2HGZB-2HGZ 
V8BOZBHN 680p982 和仁 ZEOLGH7 ZHWO9 
11d ii 】 \ 密 dB 


ZIIE に GO に 569 2HW08 


HO6SZ | | ZEOLOd7 
員 入 昌 肝 『 画 


w 
w d 1 


24WOeB6 的 
80 ZigSL 1 Wesge(。 則 


{BOY352 
前 2 4MAG9786 9 


2HW6ZIB<OS1Z 


志 [QI 
MO6cIWTN 交 
開 げ 軍 


AM た 


CVJ 間 間 MMIPES 
党 eS| 

2HMO5I> 1507 DO66OH/OW 
ヨゴ ィ 0 


人 /O に 06/ 


グン 時 
了 そ と じ EEE IOIO 

2HMG5Z1/ 者 

BlesW 


由 座 | |3eZLZ エー 4HMGZ12 胃 中 HE 
MD こと IEISE | BZcES IEID2S6 ご 
Tee-s | 2204 半 242 陸 間 了 M 


6 


zHWbDGc0G | MAO em 
ノヽ 


そく 


NIIBOD962 
に た EE 


RA 
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MODEL DX-70G DX-/70H DX-70S 
電波 の 型式 A3J(LSB、USB)、A1 (CW)、A3 (AM) 、F3 (FM) 


メモ リー チャ ン ポ ネル 


回 
| 消 SA 
ag 
ME (-106ー+596) 
寸法 ( 編 X 高 さ X 奥 行 178x58x228m 
( ) 内 は 突起 物 を 含む (179x71 x268m 


| 。 | 83.7910-3805OMHz | 
| 40m バ ンド 」 


い / ド 
40m バ ンド 
17m バ ン 
15m バ ン 
18m バ ン 
50.0000 一 54.0000MHz 
4esowg | 、 、 一 1 
1oW 
約 1W 
本 
約 0.4W 
loOw | iow 
約 10W 
2ow 
も 4 


送信 周波 数 範囲 
0m バ ン 


た 


w 


テ 


ゃ 


テ 


\ 


ぼ 用 本 及 


の 
の 
中 
〇 
| エエ 
に 連 月 
〇 


8/ 


esoes| =m | 一 
Tn 
0 


スプ リア スズ 発射 強 度 


eg 
SSB-N、CW-W ー6dB : 1.0kHz 以 上 、 一 50dB : 3.0kHz 以 下 
スワ リア 2 


低 周 波 出力 2.0W 以 上 (8O、10% 外 ) 


TXIT/RIT 可 変 範囲 土 1.4kHz 


1.JAIA (日 本 アマ チュ ア 無 線 機器 工業 会 ) で 定め た 測定 法 で 測定 し た も の で す 。 
ら . 定格 は 技術 開発 に より 変更 する こと が あり ます 。 


SSB、CW 
(SN 10dB) 


AM 


選択 度 
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